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ソラ タダ ター サポ ボード に つい 
@MIFES-mi ni 及び WX HH は サポ ー ト の 対 は 行っ て お り ま せん 。 各 メー カ に 直 
接 の お 問 合 わ せ は 出来 ませ ん 。 ま た 、 オ カヤ ・ シ ステ ムウ ェ ア 株 式 会 社 は HP20OL 
メ 日 本 語 化 キッ ト を 使用 され る 環境 で の 問 合 わ せ に 対し て は お 答え で きま す が 、M | 
FES-m in i ま だ は WXT 十 単 体 も し く は 他 の アプ リケーション ソフ ト と 使用 され 
る 環境 で の お 問 合 わ せ に つい て の ご 回 答 は 出来 ませ ん 予め ご 了承 くだ さい 。 お 問い 合 
わせ に つい て は 、 別 紙 「 ア フタ ー サ ポー ト サ ー ビ ス の 内 容 」 を ご 参照 くだ さい 。 


注意 事項 
@WX 虹 は 、 エ ー・ ア イ ・ ソ フト 株 式 会 社殿 の 商標 また は 登録 商標 で す . 
@MIFES-m in i は 、 メ ガ ソ フ ト 株 式 会 社殿 の 商標 また は 登録 商標 で す . 
@ 本 書 の 一 部 、 ま だ は 全部 を 無断 で 複写 、 複 製 す る こと は で きま せん . 
候 仕 様 は 製品 改良 の た め 矛 告 な く 変更 する こと が あり ます 。 
人 @ 連 用 に 随 し て 生ずる 結果 の 影響 に つい て は 、 一 切 の 責任 を 負い か ね ます の で ご 了承 く 
だ さい 。 
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ME 第 1 章 は じ め に 


第 1 章 は じ め に 


HP200LX 日 本 語 化 キ ッ ト を 御 買 い 上 げ 頂 き 、 誠 に 有り 難 う ご ざい ます 。 


この 章 で は 、HP200LX 日 本 語 化 キ ッ ト の 概要 を 簡単 に 説明 し ます 。 こ の 製品 は 、HP 
社 製 の パー ム ト ッ プ ・ コ ンピュータ 、HP200LX で 、 日 本 語 を 使用 する た め の 環 境 を 提 
供し ます 。HP200LX の シス テム ・ マ ネー ジャ ー 上 の に 内 蔵 さ れ て いる アプ リ ケ ー シ ョ 
ン で 、 日 本 語 を 入力 し た り 、 表 示さ せ た り する こと が で きま す 。 


HP 299LX 日 本 語 化 キッ 
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1-1 HP200LX 日 本 語 化 キッ ト と は 
1-2 HP200LX 日 本 語 化 キッ ト の 種類 
1-3 日 本 語 ご 使用 で の 、 制 約 事 項 
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第 1 二 は CD に 


HP200LX 日 本 語 化 キッ ト と は 


ヒュ ー レ ッ ト ・ パ ッ カ ー ド 社 か ら 発売 され て いる 、 手 の ひら サイ ズ の コン ピュ ー タ 
HP200LX は 、DO0S パ ソコ ン の 世界 標準 で ある 、PC/XT の 互換 性 と 、 優 れ た 内 蔵 ア プリ ケー 
ショ ン の 15 み な コン ビ ネ ー シ ョ ン で 、 世 界 に 広く ユー ザ を 獲得 し て いる 、 い ま 話 題 の 
パー ム ト ッ プ ・ コ ンピュータ で す 。 近 い 将 来 、 確 実に 広まっ て 行く 、 移 動体 携帯 端末 
や 、PDA (パー ソナ ル ・ デ ジタル ・ ア シス タン ツ ) の 原点 と も いえ る 、 近 未来 指向 
の 「 携 帯電 脳 」 で す 。 


残念 な が ら 、HP200LX で は 、 日 本 語 を サポ ー ト し て いま せん 。 優 れ た コン ピュ ー タ 
で も 、 日 本 で 使用 する 場合 、 英 語 の み で は 鬼 力 は 半減 で す 。 そ こ で 、 こ の キッ ト の 登 
場 で す 。 この 製品 は 、HP200LX で 、 日 本 語 を 使え る 環境 を 提供 し ます 。 た だ し 、 本 体 
に 内 蔵 さ れ て いる アプ リケーション や D0S の メッ セー ジ め や 、 タ イト ル が 日 本 語 に な る 
わけ で は あり ませ ん 。 こ の 製品 は 、 日 本 語 の デー タ を HP200LX で 利用 出来 る よう に エ 
夫 し た も の で す 。 が な 漢字 変換 を 使用 し て 、 日 本 語 を 入力 し た り 、 ま だ 、 入 力 さ れ て 
いる 日 本 語 デ ー タ を 表示 する た だ ため の も の で す 。 


端的 に に いえ ば 、 こ の 製品 は 、 本 来 HP200LX に 備わっ て いな い 、 日 本 語 処理 機能 

HP200LX に 追加 する も の で す 。 こ れ は 、 ち ょ うど 、0D0S/V パソ コン の 日 本 語 D0S の 様 な 
も の で す 。 日 本 語 DO0SV は 、 従 来 の 英語 版 の WS-DOS に 日 本 語 サ ポー ト を 付加 し て 、PC/ 
AT で 、 漢 字 を 使用 出来 る よ つ に し た 製品 で すね 。 日 本 語 D0S/V は 、 表 示さ れる メッ セー 
ジ や タイ トル も 日 本 語 化 され ます が 、 こ の 製品 で は 、 そ こま で 日 本 語 化 は で き て いま 
せん 。 な ぜ な ら ば 、HP200LX に 内 蔵 さ れ て いる アプ リケーション や 、D0S は 、 書 き 換え 
の で き な い 、ROM と 呼ば れる 読み だ し 専用 の メモ リー に 書き 込ま れ て いる か ら で す 。 
その だ た め に 、 メ ッ セ ー ジ や タイ トル まで 日 本 語 に する こと は 、 残 訪 な がら 出来 な い の 
で す 。 し か し 、 日 本 語 の デー タ を HP200LX で 使用 出来 る よ つ に な る だ け で も 、 十 分 活 
用 が 可能 で す 。 


この 製品 で は 、 日 本 語 を 自然 に 、 ス ハー ズ に 使用 出来 る よう に 、 携 帯 す る こと を 含 
め て 、 様 な 角度 か ら 機 能 性 を 追求 し て いま す 。 例 えば 、 入力 時 の カー ソル の 移動 も 、 
全角 、 半 角 を 見 分 け て 動作 し ます 。 か な 漢字 変換 を 使用 し て いる 場合 、 メニ ュー や ボ 
タン の 選択 な ど で は 、 自動 的 に か な 漢字 変換 機能 が 一 時 停止 し ます 。 こ れ は 、 か な 漢 
字 変換 が 必要 な 箇所 で 動作 する よう に 工夫 し た も の で す 。 表 示す る 日 本 語 フ ォ ン トモ も 、 
HP200LX の 液晶 の 画面 に 合わ せ て 、 独 自 に 設計 し た も の を 採用 し て いま す 。 小 さい サ 
イズ の 文字 、 標 準 的 な サイ ズ の 文字 な ども 視認 性 を 重視 し て 設計 し まし た 。 し か も 、 
か な 漢字 変換 時 に 、 漢 字 を 選択 する 場面 で は 、 漢 字 選 択 び し や すい よう に 、16x16 の 
フォ ント が 使わ れ て いま す 。 ま た 、D0S の 状態 で は 、 出 来る 限り 、DOS/V の 環境 に 準拠 
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し て いま す 。 画面 が モノ クロ で ある こと 、HP200LX 液 晶 の 表示 が VGA に 比べ て 狭い こと 
を で きる だ け 克 服 す る よう に 設計 され て いま す 。 文字 表示 桁 数 、 行 数 を DO0S/V に 合 
せる た だ ため に 、 独自 設計 の 16x8 フ ォ ン ト で 、 表 示す る 機能 ち も あ り ま す 。 ま た 、 ア プリ ケー 
ショ ン を 終了 させ な く て も 、Z00M 機 能 を 使用 する こと で 、 画 面 の 一 部 分 を 、 拡 大 表示 
させ る こと も で きま す 。 さ ら に 00S/V の V-TEXT 機 能 を サポ ボー ト し て いま す の で 、 標準 
で 、 画 面 構成 を 3 種類 選択 する こと も で きま す 。 ご これ 以外 に も 、 様 尺 な 創意 工夫 が 江 
ら さ れ て いま す 。 


この 製品 を ご 利用 いた だ けれ ば 、 日 本 語 が 自然 に ご 利用 出来 る 、HP200LX の 魅力 が 
お わか り に な る と と も に 、「 い つ で も 、 ど こ で も 、 コ ンピュータ 」 の 素晴らし さ が 実 
感 出 来る と お も いま す 。 さ あ 、 あ な だ た も 、 私 達 の HP パー ム ト ッ プ ユ ー ザ ー の 仲間 に 
な っ て 下さ い 、。 
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第 1 章 は じ め に 


HP 2 き 


1-2 HP200LX 日 本 語 化 キッ ト の 種類 


この 製品 は 、 用 途 に 合わ せ て 、 3 種類 用 意 し て いま す 。 


⑱ フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク 版 基本 セッ ト 


すでに 、HP100LX200LX に 精通 し て お り フ ラッ シュ メモ リー を お 持ち の 万 で 、WX I・ 
や め 、 日 本 語 エ ディ タ を お 持ち の 方 を 対象 に し た 製品 で す 。 革 本 セッ ト に は 、 か な 漢字 
変換 ソフ ト で ある WXI' や 、 日 本 語 エ ディ タ MIFES-mini を 含み ませ ん 。 こ の 製品 
を HP200LX に イン スト ー ル を する た だ ため に は 、3.5 イ ンチ の フロ ッ ピ ー・ ド ライ ブ を 持っ 
だ PC9801 シ リー ズ ま だ は 、00S 互 換 機 、 ま た は 3.5 イ ンチ の フロ ッ ピ ー・ ド ライ ブ を 
持ち PCMCIA タ イプ II の スロ ッ ト が あり HP200LX で 使用 可能 な FLASH デ ィ ス ク カ ー ド が 認 
識 で きる パソ コン が 必要 で す 。 


@ 。 フロッピー・ デ ィ ス ク 版 フル セッ ト 


すでに 、 フ ラッ シュ メモ リー を お 持ち の 亡 を 対象 に し て いま す 。 こ の キッ ト だ け 
で 、HP200LX で 日 本 語 を ご 利用 いた だ け ま す 。 こ の 製品 を HP200UX に イン スト ー ル を す 
る だ た め に は 、3.5 イ ンチ の フロ ッ ピ ー・ ド ライ ブ を 持っ だ PC9801 シ リー ズ ま だ は 、003/ 
V 互 換 機 、 ま だ は 3.5 イ ンチ の フロ ッ ピ ー・ ド ライ ブ を 持ち PCMCIA タ イプ II の スロ ッ ト 
が あり HP200LX で 使用 可能 な FLASNH デ ィ ス ク カ ー ド が 認識 で きる パソ コン が 必要 で す 。 


@ 。 フラ ッシュ ・ パ ッ カ ー 版 プリ イン スト ー ル セッ ト 


EPSON 販 売 か ら 、 発 売 さ れ て いる 、 フ ラッ シュ ・ パ ッ カ ー に あら か じ め 、HP200LX 日 
本 語 化 キッ ト を イン スト ー ル し た 製品 で す 。 セ ッ ト ア ッ プ し た 後 、HP200LX に 、 こ の 
フラ ッシュ ・ パ ッ カ ー を 差し 込 ず だ け で 、 日 本 語 を 利用 出来 る よう に し た 製品 で す 。 
HP200LX 以 外 に PC9801⑯D0S/V の パソ コン を お 持ち で な い 方 や 、 フ ロッ ピー・ デ ィ ス ク 
が から の イン スト ー ル が わずらわし い 方 に は お 勧め の 製品 で す 。 
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1-3 日 本 語 ご 使用 で の 、 制 約 事項 


HP200LX そ の も の は 、 日 本 語 を 使用 する こと を 前 提 に 設計 され て いま せん 。 そ の た 
め に 、HP200LX の 内 蔵 ア プリ ケー ショ ン や 、 DOS の 機能 の 中 で 、 一 部 、 日 本 語 が うま く 
表示 で き な い 箇所 も 存在 し ます 。 こ れ は 、HP200LX の 内 蔵 リ ソフトウェア が 2 バイ ト 語 
を 認識 し て いな いた め に お こり ます 。 正確 に 表現 する と 、 画 面 表示 で 、 漢 字 の 半分 が 、 
表示 項目 の 端 に か か っ だ 場合 な ど 、 漢 字 が 化け て し まう こと が ある と いう こと で す 。 
例え ば 、 奇 数 の 桁 数 の 項目 に 全角 で 表示 する 全角 の 文字 が か か っ だ 場合 な ど に 起こ り 
ます 。 可 能 な 限り 、 文 字 化け を 抑止 し て いま す が 、 と くに 、 内 蔵 の LOTUS 1-2-3 な ど 
で は 、 セ ル 幅 を 奇数 に し た 場合 、 日 本 語 表 示 が 乱れ る 場合 が あり ます 。 こ れ は 、 内 蔵 
の 1-2-3 が 、 表 示 を 高速 に すけ る た め に 、 特 殊 な 方 法 で 画面 を 描画 し て いる た め に 起こ 
り ま す 。 こ こ で は 、 こ の よう な 、 内蔵 アプ リケーション と 英語 00S に 起因 する 制約 事 
項 を 述べ て お きま す 。 


1-3-1 HP200LX 内 蔵 の アプ リケーション の メッ セー ジ は 英語 の まま で す 


さき ほど も 述べ まし た が 、 本 製品 の 目的 は 、 日 本 語 を 入力 し 、 表 示す る 機能 
HP200LX に 追加 する も の で す 。 し た が っ て 、 内 蔵 ア プリ ケー ショ ン や 、 英 語 版 の 00$ コ 
マン ド な ど が 本 来 的 に 持っ て いる 英語 表示 を 日 本 語 に する も の で は あり ませ ん 。 た だ 
し 、 日 本 語 に 対応 し て いる アプ リケーション で あれ ば 、 タ イト ル や メッ セー ジ は 日 本 
語 に な り ま す 。 


1-3-2 HP200LX 内 蔵 の Memo で の ワー ドラ ッ プ 


HP200LX の Memo エ ディ タ は 、 設 定 さ れ て いる マー ジン を 越え る 単語 を 自動 的 に 次 の 
行 に 送る 機能 を 持っ て いま す 。 そ の た だ ため に 、2 バ イト ある 漢字 コー ド の 途中 で 折返 さ 
れ て し まう 場合 が あり ます 。 折 り 返 し (9- ト うぅ 9 ) が 起こ る と 、 表 示 文 字 が 化け る だ け 
で な く 、 場 合 に よっ て は 2 バイ ト 江 字 コー ド の あい だ に 改行 コー ド が 挿入 され る こと 
が あり ます 。 こ の 場合 は MEMO の Format メ ニュ ー で 右 マ ー ジ ン を 広く と る な どの 対処 を 
し て くだ さい 。 


1-3-3 HP200LX 内 蔵 の LOTUS 1-2-3 


セル 幅 を 奇数 に 設定 し た り 、 表 示 フ ォ ー マ ッ ト を セン タリ ング に し た 場合 な ど で 、 


セル 幅 を 越え る 日 本 語文 字 列 デー タ が 項目 に 入力 され て いる と 日 本 語 表 示 が うま ぐい 
か な い 場 合 が あり ます 。 ま た 、GRAPH 機 能 で の LEGEND 文 字 入 力 項目 で 、 一 部 の 漢字 が 
乱れ る 場合 が あり ます 。 だ だ し 、 グ ラフ 表示 で は 問題 は あり ませ ん 。 ま た 、 様 準 設定 
で は 、 半 角 の カタ カナ フォ ント は 表示 し な い 設 定 に な っ て いま す 。 こ れ は 、1-2-3 の 
画面 表 志 の 鞭 線 が 半角 カタ カナ と 同じ コ ー ド を 使用 し て いる た め に 、 半 角 カ タカ ナ を 
表示 が で きる よう に 鞭 線 が カタ カナ に な っ て し まい 、 見 づら く な る た めで す 。1-2-3 で 、 
半角 の カタ カナ を 使用 し だ たい の で あれ ば 、 表 示 ド ライ バー ソフ ト LXDSPS の 設定 を 変 
更 す る こと で 表示 が 可能 に な り ま す 。 (第 3 章 を 参照 し て 下さ い 。) 


1-3-4 HP200LX/HP100LX 内 蔵 ア プリ ケー ショ ン で の 日 本 語 表 示 


内 蔵 ア プリ ケー ショ ン で 使用 され て いる フォ ント の サイ ズ は 、 縦 の 幅 が 、8 また 
は 、11 ドッ ト と 極め て 狭い た め に 、 複 雑 な 漢字 は 見 づら い 場 合 が あり ます 。 少 な い 
ドッ ト 数 で も 、 見 易い フォ ント を 採用 し て いま す が 、 判 読 で き な い 場合 も ある こと を 
あら か じ め ご 了承 くだ さい 。HP100LX を ご 利用 の 場合 は 、 特 殊 記 号 (キー ボー ド の 緑 
色 に 刻 EH さ れ て いる 文字 ) は 、 コ ー ド が 特殊 な の で 使う こと が で きま せん 。 例 え は ば 、 
\ マ ー ク は 、 カ タカ ナ の ' ゼ に 化け て し まい ます 。\ マ ー ク を 使用 する 場合 は 、 逆 スラ ッ 
シュ を 使っ て 下さ い 。 


1-3-5 DOS/V 準拠 の ソフ ト の 制約 事項 


V-TEXT モ ー ド を サポ ー ト し て いな い DO0S/V 用 の ソフ ト は 、 画 面 モー ド を 切り 替え る 
ユー ティ リティ 「LXVM」 を 使用 し て 画面 モー ド を 80x25 行 モー ド で ご 使用 下さ い 。 画 
面 表 示 は 細か く な り ま す が 、 動 作 し ます 。 


HP200LX の 日 本 語 表 示 は 、CGA の モノ クロ (単色 ) モー ド で 動作 し ます 。D0S/V で は 、 
奈 準 で 16 色 モー ド で 動作 し ます の で 、 色 を 多用 し て いる アプ リケーション は 、 色 の 制 
約 の た め に 表示 が 見 づら く な る 場合 が 考え られ ます 。 ア プリ ケー ショ ン で 表示 の 色 設 
定 を 変更 で きる も の で あれ ば 、 ア プリ ケー ショ ン 側 で 、 見 易い 設定 に 変更 し て ご 使用 
下さ い 。 


V-TEXT に 準拠 し た ソリ フト で も 、 表 示す る 画面 の 行 数 が 少な い 場 合 に 、 メ ニュ ー や ダ 
イア ログ が 、 画面 を 越え て 表示 され る 場合 が 有り ます 。 そ の 場合 は 、 表 示 モ ー ド を 変 
更 す る ユー ティ リティ LXVM を 使用 し て 、 表 示 行 数 の 多い モー ド で ご 利用 下さ い 。 
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第 1 章 は じ め に 


DOS/V の ソフ ト の 中 に は 、XMS や 、286/386 の 命令 を 使用 し て いる も の も あり ます 。 
HP200LX の CPU は 、186 互 換 で ある た め 、XMS や 、286/386 の 命令 を 含ん だ プロ グラ ム 
は 動作 し ませ ん 。 こ れ は 、HP200LX の 制約 で す 。 


_ 1-3-6 ディ スク 圧縮 ツー ル は 使用 し な いで くだ さい 


イン スト ー ル する FLASH デ ィ ス ク カ ー ド で 、 デ ィ ス クン 圧縮 ツー ル を 使用 し て いる と 、 

動作 が 不安 定 に な る 場合 が あり ます 。 こ れ は 、 日 本 語 化 キ ッ ト の プロ グラ ム が 直接 ディ 
スク を アク セス し て いる た だ ため です 。 と ぐに 、HP 社 か ら 販 売 し て いる FLASH デ ィ ス ク カ ー 
ド は 標準 で スタ ッ カ ー と 呼ば れる ディ スク 圧縮 ツー ル が 標準 で 添付 され て いま す 。 そ 
の 様 な 場合 は 、FLASH デ ィ ス ク カ ー ド を HP200LX 内 蔵 の FORMAT プ ログ ラム で 、 初 期 化 し 
て ご 使用 下さ い 。 ま た 、 製 品 に 添付 され る プロ グラ ム を ファ イル 圧縮 プロ グラ ム に よ 
の 圧縮 する と 動作 が 不安 定 に な っ た り 、 途 中 で 暴走 する こと も あり ます の で ご 注意 下 
さい 。 


1-3-7 独自 に カス タマ イズ し た い 場 合 は 


HP200LX 日 本 語 化 キッ ト は 様 尺 な 形態 で ご 利用 いた だ ける よう に 、 様 及 な ゴブ プシ ョ 

ン 設 定 が で きる よう に 設計 され て いま す 。 イ ンス トー ラ で は 、 あ くま で も 標準 的 な 設 

定 を 行っ て いま す 。 あ な た の 最適 な 環境 に あわ せ 、 オ ゴブ ショ ン を カス タマ イズ し て お 

使い 下さ い 。 ま た 、 細 か い 制 約 、 オ プシ ョ ン の 設定 に 関し て は 、 第 3 章 「HP200LX 日 
語 化 キッ ト 」 の 高度 な 使い 万 を 参照 し て くだ さい 。 


第 2 章 「HP200LX 日 本 語 化 キ ッ ト 」 を 使う 層 ] 


第 2 章 「HP200LX 日 本 語 化 キッ ト 」 を 使う 


ここ で は 、HP200LX 日 本 語 化 キ ッ ト の 基本 的 な 使い 方 を 学び ます 。 日 本 語 入 カシ ス 
テム 「WXIHI*」 と 日 本 語 入力 エディ タ 「MIFES-mini」 の 簡単 な 使い 方 も ここ で 紹介 し ま 
す 。 


2-1 DOS の 画面 モー ド を 切り 替え る 

2-2 MIFES-mini を 使う 

2-3 WXI* で 日 本 語 を 入力 する 

2-4 シス テム マネ ー ジ ャ を 起動 する 

2-5 シス テム マネ ー ジ ャ で 日 本 語 を 入力 する 


第 2 章 「HP200LX 日 本 語 化 キッ ト 」 を 使う 


2-1 DOS の 画面 モー ド を 切り 換え る 


HP200LX 日 本 語 化 キッ ト を 使っ て HP200LX を 日 本 語 化 する と 、 さ ま ざ ま な モー ド の 日 

語 表示 が で きる よう に な り ま す 。 小さ な フ ォ ン ト を 使え ば 、 一 画面 に 多く の 情報 を 
盛り 込む こと が で きま すし 、 逆 に 大 き な フ ォ ン ト を 使え ば 文字 の 読み 易く な り ま す 。 
使い 廊 ・ 好 み に よ っ て 変え て くだ さい 。 

シス テム マネ ー ジ ャ ー か ら D0S([C:>]7 イ や) に 降り て か ら 、 


A:\>1xym<ENTER> 間 


と 入力 する と 下図 の 画面 が 表示 され ます 。 


Ho. 疑 行 半角 文字 全角 文字 状 器 


設定 は 、 カ ー ソ ルキ ー で 選択 項目 を 上 下 に 移動 し 、[ENTER] キー で 決定 し ます 。 ま 
た 、 一 度 設定 し た 後に 、 再 び 変 更 す る こと も で きま す 。 


第 2 意 「HP200LX 日 本 語 化 キ 9 ト 」 を 使う HP 2 本 ty ト 


2-2 MIFES-mini 和 を 使う 


HP200LX 日 本 語 化 キッ ト の フル セッ ト 版 に は 、 日 本 語 エ ディ タ 「MIFES-mini」 が 付 
属し ます 。 こ れ を 使う と DO0S 上 で config. sysQautoexec. bat と いっ た 環境 ファ イル を 
編集 し た り 、 日 本 語 の 文章 を 尋 く こと が で きま す 。 

HP200UX の プロ グラ ム マ ネー ジャ ー の DOS か ら 起 動 し よう と し た 場合 ([C:>]7 尺 ) 、 
HP200LX の 初期 設定 で は 、DO0S に 開放 する メモ リ は 、96K バ イト で す の で MIFES-mini は 、 
最低 で 120K バ イト 必要 と し ます の で その まま で は 動き ませ ん 。 

そこ で 、MIFES-mini を 使用 する 為 に 、 ま ず ア イコ ン へ 登録 し まし ょ う 。 

1. [&...]+- で 、 シ ステ ム マ ネー ジャ ー に 切り 替え 、 (アイ コン が 並ん だ 画面 に 
し ます ) 

2. [F2] add を 使っ て 、 プ ログ ラム 登録 を し ます 。 

登録 の 画面 で 、 下 線 部 分 を 入力 し て 下さ い 。 (キー 入力 は すべ て 、 半 角 文 字 
(FEP 起 動 は し な いで 下さ い ) ) 
Name: mifes[ENTER] 
Path: a:\mifes\mi.bat|120[ENTER] 
(「| 」 は 全角 の 「 | 」 で は な く 、 シ フト [ 公 ] 填 ま [N] で 入力 し ます 。) 


Comments:[ENTER] 


Icon: エンピツ の アイ コン が 表示 され る 

と 打ち 込ん で 、[F10] 0k で 終了 させ ます 。 

これ で 、120K を MIFES-mini に 確保 し て か ら 立 ち 上 が る よう に な り ま す 。 |120 の 
部 分 が 120K を 確保 する ! と いう お まじ な いで す 。 

3. 登録 し た 、MIFES の アイ コン が 追加 され ます 。 

[&...]*- で 、 シ ステ ム マ ネー ジャ ー に 切り 替え 、 (アイ コン が 並ん だ 画面 に 
し ます ) 

[F10] Page Dn に て 次 の 画面 へ 、 登 録 し た アイ コン が 表示 され ます 。 


MIFES-mini を 実行 させ る に は 、MIFES-mini の アイ コン へ カー ソル を 動 の し て か ら 
[ENTER] キ ー を 押し て 下さ い 。 
する と 、 フ ァイル 一 覧 メニ ュー が 表示 され ます の で 、 編集 し た い フ ァイル を 指定 、 
も し く は 新規 作成 し た い フ ァイル 名 を 入力 し て くだ さい 。 
編集 が 終わ っ た ら 、 編 集結 果 を 保存 し て 終了 させ まし ょ う 。MIFES-mini の 終了 は 、 
編集 画面 か ら [F1] を 押し 、 続 け て [E] を 押し ます 。 


第 2 章 「HP200LX 日 本 語 化 キッ ト 」 を 使う 


2-3 WXII* で 日 本 語 を 入力 する 


HP200LX 日 本 語 化 キ ッ ト の フル セッ ト 版 で は 、 日 本 語 の 表示 だ け で な く 、 入 力も 行 
な えま す 。 日 本 語 を 入力 し た い 場 面 で [ALT] 十 [SPACE] を 押し て くだ さい 。 日 本 語 入力 
シス テム 「WX II *」 が 起動 し ます 。 終 了 も 同様 に [ALT] 十 [SPACE] で す 。 


ご 注意 : 基本 セッ ト に は WX II * は 含ま れ て いま せん 。 日 本 語 入 力 を する 人 為 に は 、 市 販 の 
WX II "の パッ ケー ジ を 購入 し て いた だ く 必 要 が あり ます 。 
フル セッ ト に 付属 し て いる WX IL" で は 、D0S 起 動 中 で も [ALT]+ [SPACE] で 起動 す 
る よう に 標準 の WX IL * か ら WX2SYS. INI を カス タマ イズ し て バン ドル し て いま す 。 


先程 の MIFES-mini を 使っ て 日 本 語 入力 を し て み ま し ょ うつ 。 
まず 、 先 程 の 要領 で MIFES-mini を 起動 し て 下さ い 。 
編集 し た い フ ァイル 名 の 入力 画面 が 表示 され だら 


a:\test.txt[ENTER] _ 


と 入力 し て 新規 ファ イル 「test. txt」 を 作成 ・ 編 集 し ます 。 

MIFES-mini の 編集 画面 が 表示 され だ ら [ALT] 十 [SPACE] を 押し て WX II * を 起動 し ます 。 

ロー マ 字 で 「nihongo」 と 入力 し 、[SPACE] を 押す と カー ソル の ある 位置 に 「 日 本 
語 」 と 変換 され て 表示 され ます 。 さ ら に 変換 させ だ けれ ば 、 も う 一 度 [SPACE] を 、 こ 
れ で よけれ ば [ENTER] を 押し ます 。 

入力 が 終わ っ た ら 、 再 び [ALT] 十 [SPACE] で WXI ' を 終了 させ 、[F1] 一 [E] で MIFES- 
mini 和 を 終了 させ て か ら 、DO0S の アイ コン (0:>) へ カー ソル を 動か し て か ら [RETURN] キ ー 
を 押し て DOS 画 面 に し て か ら 


A: め a:\type test.txt[ENTER] 


と タイ プ し て みて くだ さい 。 先程 入力 し た 文字 が 表示 され ます の で 、 表 示 を 確認 し 
だ た な ら ば 


A:Wexit[ENTER]_ 


と タイ プ し て アイ コン を 表示 し て いる 画面 へ 戻し て 下さ い 。 


「MIFES-mini」 と 「WXI'」 の 使い 方 の 詳細 は 、 別 冊 で 説明 し て いま す 。 よ のり 高度 
な 使い 方 を し た い 場 合 に は 、 そ ちら を 参照 し て くだ さい 。 


HP2W 


第 2 章 「HP200LX 日 本 語 化 キ ッ ト 」 を 使う 較 mTg 誠 


2-4 シス テム マネ ー ジ ャ を 起動 する 


シス テム マネ ー ジ ャ と は 、HP200LX の 内 蔵 ア プリ ケー ショ ン が 動作 する プラ ッ ト 
プ ォ ー ム で す 。PhoneBook ひ Appointments を 使う 場合 に は 、 シ ステ ム マ ネー ジャ を 起 
動 し 、 他 の D05 プ ログ ラム を 使う 場合 に は 、D0S プ ロン プ ト に 蜂 り る と いう 作業 が 必要 
に な っ て きま す 。 


シス テム マネ ー ジ ャ の 起動 旋法 


ジス テム マネ ー ジ ャ を 起動 する に は 、D0S の コマ ンド ライ ン か ら 


[HP100LX、HP200LX の 場合 ] 


_A: め SM[ENTER] 


と 入力 し ます 。HP200LX 日 本 語 化 キッ ト の セッ ト ア ッ プ プロ グラ ム が 作成 し た 環 考 
で は 、 リ セッ ト 時 に シス テム マネ ー ジ ャ が 起動 する よう に な っ て ます 。 


シス テム マネ ー ジ ャ の 終了 方法 


シス テム マネ ー ジ ャ を 終了 させ る に は 、[&.. . ] キ ー を 押し た 時 に で て くる メニ ュー 
か ら 


(WENU] 一 [A] 一 一 [ENTER] 


で 終了 させ られ ます 。 

[&...] キ ー を 押し た 時 に で て くる メニ ュー に ある 「D0S」 は 、Windows の D0S 窓 の よ 
つ な も の で 、 シ ステ ム マ ネー ジャ の 子 プ ロ セ ス と し て D0S の コマ ンド ライ ン が 動作 し 
ます 。 こ の 状態 で は シス テム マネ ー ジ ャ が メモ リ 上 に 居座っ た まま な の で 、00S で 使 
用 で きる メモ リ が 少な く な り ま す 。 も し 、 プ ログ ラム が メモ リ 不 足 で 実行 で き な い 場 
合 は 、 上 記 の 記法 で シス テム マネ ー ジ ャ を 完全 に 終了 させ て くだ さい 。 


第 2 章 「HP200LX 日 本 語 化 キ ッ ト 」 大 使う 


2-5 シス テム マネ ー ジ ャ で 日 本 語 を 入力 する 


シス テム マネ ー ジ ャ 内 で も 、D0S の コマ ンド ライ ン と 同様 に 、WX II に よる 日 本 語 入 
カカ が 行なえ ます 。 起 動 ・ 終 了 の させ か た だ も 2-3 で 解説 し た の と 同じ で す 。 日 本 語 を 入 
カ 力 し た い 場 面 で [ALT] 十 [SPACE] を 押し 、 終 了 も 同様 に [ALT] 十 [SPACE] で す 。 


試し に し 、 シ ステ ム マ ネー ジャ 内 の 「Memo」 を 使っ て 日 本 語 入 カ を し て み ま し ょ う 。 

まず 、[ 目 ] を 押し 、Memo エ ディ タ を 立ち 上 げ ま す 。 そ し て 、[ALT] 十 [SPACE] を 押す 
と 、 最 下行 に 日 本 語 入 カ ライ ン が 表示 され ます 。 

ロー マ 字 で 「nihongo」 と 入力 する と 、 最 下行 に 「 に ほん ご 」 と 表示 され 、[SPACE] 
を 押す と 「 日 本 語 」 と 変換 され ます 。 変換 が 正しけれ ば 、[ENTER] を 押し て 確定 し ま 
す 。 

ここ で 、D0$S と シス テム マネ ー ジ ャ と の 日 本 語 入力 の 違い が 出 て きま す 。D0S で は 
[ENTER] を 押す と すぐ に 画面 上 の カー ソル 位置 に 文字 が 送り 出さ れ ま す が 、 シ ステ ム 
マネ ー ジ ャ で は 確定 し た 文字 列 は 最 下行 に 蓄積 され て ゆき 、 最 後に 再び [ENTER] を 押 
すこ と で 画面 上 の カー ソル 位置 に 文字 列 が 表示 され ます 。 パ ソコ ン 通 信 を の っ て いる 
人 に は 、「1 行 送信 モー ド 」 と いえ ば お わか り で し ょ うか が 。 


D0S と シス テム マネ ー ジ ャ の 日 本 語 入 力 の 相違 点 
D0S と シス テム マネ ー ジ ャ で の 日 本 語 入 力 は 、 基 本 的 に は 同じ で す が 次 の 項目 に 相 
違 が あり ます 。 


・ シ ステ ム マ ネー ジャ 上 で は イン ライ ン 変 換 が で きま せん 。 常 に シス テム ライ ン 変 
換 に な り ま す 。 

・DO0S で は 変換 文字 列 を 確定 する と 、 す ぐに 画面 上 の カー ソル 位置 に 文字 列 が 送り 
出さ れ ま す が 、 シ ステ ム マ ネー ジャ 上 で は 入力 ライ ン に 文字 列 が 蓄積 され 、 最 
後に [ENTER] を 押す こと で 、 文 字 列 が 送り 出さ れ ま す 。 

・ 単 語 登録 の 手順 が 若干 異な たり ま す 。 シ ステ ム マ ネー ジャ 上 で の 手順 は [ 注 ] を ご 
覧 くだ さい 。D0S 上 で の 手順 は 別 WX 1'・ ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さ 
い 。 


※ イ ン ラ イン 変換 と は 、 日 本 語 を 入力 する 時 、 挿 入 カ ー ソ ル が ある 位置 に 直接 文字 
が 表示 され 入力 され る 変換 方 法 。 ま た 、 変 換 ラ イン や 変換 ウィ ンド ウ を 経由 す 
る 記法 を シス テム ライ ン 変 換 と いい ます 。 
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[ 注 ] 


第 2 章 THP200LX 日 本 語 下 化 キッ 1 1 る ほう HP 次 


免 シ ステ ハム マネ ー ジ ャ 上 で の 単語 登録 の 手順 


1。 


mAON 


O) 


ュ っ Oo へ ヽ 


確定 済 文字 別 が シス テム ライ ン に ある 状態 に て [CTRL]+[F2] を 押下 し 単語 登 
モ ー ド と ずる 。 

「 漢 字 を 入力 し て くだ さい 」 が 表示 され る 。 

[F3] を 押下 する 。 


. 確定 文字 列 が 表示 され る 。 


ー ソ ル 秘 動 キ ー に て 始点 を 指定 し [ENTER] を 押下 する 。 
[ESC] 押 下 な ら 2. へ 戻る 。 


.・ カー ソル 移動 キー に て 終点 を 指定 し [ENTER] を 押下 する 。 


(終点 指定 中 は 、 範 囲 候補 が 反転 表示 と な る ) 
[ESC] 押 下 な ら 5. へ 戻る 。 
「WXI'* の 登録 単語 入力 画面 」 に 指定 文字 別 が 引用 され る 。 


.。 必要 に 応じ て 修正 を 行う 。 


[ENTER] を 押下 する 。 


. 読み を 入力 し [ENTER] を 二 回 押下 する 。 
. 確認 状態 と な る の で 表示 され だ 品詞 で よけれ ば [Y] と 答え て 終了 、 


異な る 品詞 を 選び た い 時 に は [N] と 答え る 。 
69 記 選択 モー ド と な る の で 適切 な 品詞 を 選び [ENTER] 押 下 に て 1 1. の 手 
順 を 繰り 返し する 。 


但 ClipBoard 文 字 列 の 単語 登録 の 手順 


1.。 


(O 


0O へ へ の の RON 


ClipBoard 文 字 列 が ある 状態 に て [CTRL]+[F2] を 押下 し 単語 登録 モー ド 
と する 。 
「 漢 字 を 入力 し て くだ さい 」 が 表示 され る 。 


.【[F4] を 押下 する 。 


「WXI* の 登録 単語 入力 画面 」 に Cl ipBoard 文 字 列 が 引用 され る 。 


. 必要 に 応じ て 、 修 正 を 行う 。 

. [ENTER] を 押下 する 。 

. 読み を 入力 し [ENTER] を 二 回 押下 する 。 

・ 詞 確認 状態 と な る の で 表示 され だ 品詞 で よけれ ば [Y] と 管 え て 終了 、 


異な る 品詞 を 選び だ た い 時 に は [N] と 答え る 。 
Ga 記 選 択 モ ー ド と な る の で 適切 な 品詞 を 選び [ENTER] 押 下 に て 8. の 手 
順 を 繰り 返し する 。 


本 mm 二 第 3 章 「HP2O0LX 日 本 語 化 キッ ト 」 の 高度 な 使い 方 


第 3 草 「HP200LX 日 本 語 化 キ ッ ト 」 の 高度 な 使い 万 


HP200LX 日 本 語 化 キッ ト は 、 複 数 の プロ グラ ム や フォ ント か ら 成 り 立 っ て いま す 。 
それ ぞ れ の 機能 を 知ら な く て も 日 本 語 環境 を 使い こなす こと は で きま す が 、 一 歩 上 の 
使い こなし を する た め に は 、 詳 し い オ プシ ョ ン な ども 学ぶ 必要 が あり ます 。 こ こ で は 
中 上 級 者 の 万 を 対象 に 、 プ ログ ラム の 機能 や オブ ショ ン を 詳し く 解 説 し ます 。 


3-1 各 プ ログ ラム の 機能 の 概要 
3-2 LXJEX の 機能 

3-3 LXKKC の 機能 

3-4 LXANSI の 機能 

3-5 LXEMM と EMSINST の 機能 
3-6 LXFONT と LXFBUF の 機能 
3-7 LXDSPD と LXVM の 機能 

3-8 LXDSPS の 機能 

3-9 LXIME の 機能 


_ 第 3 章 「HP200LX 日 本 語 化 キッ ト 」 の 高度 な 使い 


HPZ00 央 術 計 セト 


3-1 各 プ ログ ラム の 機能 の 概要 


まず 最初 に 、HP200LX 日 本 語 化 キッ ト の 各 プ ログ ラム の 機能 の 概要 と 、 そ れ ぞ れ の 
関係 に つい て 説明 し ます 。 ブ プロ グラ ム の 機能 の 詳細 は 、3-2 以 降 で 個別 に 解説 し ます 。 


プロ グラ ム の 機能 の 節 要 


LXJEX. SYS 
LXKKC. SYS 
LXEMM.EXE 
LXANSI.EXE 
LXFONT.EXE 


LXDSPD. EXE 
LXDSPS.COM 


LXIME.EXE 


LXEMM、LXDSPS、LXIME に サー ビス を 提供 する 基本 ドライバ 
WX IL を 使う 時 に 必要 な KKCFUNC 互 換 ド ライ バ 

内 蔵 RAM の 一 部 を EMS メ モリ と し て 使う た め の ド ライ バ 
エス ケー プシ ー ケ ンス を 使え る よう に する た め の ド ライ バ 
ディ スプ レイ ドラ イ バ (LXDSPD、LXDSPS) に フォ ント を 提供 
する た め の ド ライ バ 

MS-D0S の 日 本 語 表示 を 受け 持つ ディ スプ レイ ドラ イ バ 

シス テム マネ ー ジ ャ の 日 本 語 表 示 を 受け 持つ ディ スプ レ 

24 ドラ ギ パ 

シス テム マネ ー ジ ャ 内 で の 日 本 語 入 力 を 可能 に する た め 

の ドラ イ パ 


日 本 語 化 キ ッ ト の プロ グラ ム 群 は 互い に 協力 し 合っ て 動作 し て お り 、 下 図 の よう 
な 依存 関係 に あり ます 。 こ の 図 で より 下位 に 位置 する ドラ イ バ を 使う た め に は 、 そ れ 
が 参照 し て いる 上 位 の ドラ イ バ を 組み 込ま な けれ ば な り ま せん 。 た と えば 、LXDSPS を 
使う た め に は 、LXJEX と LXFONT を 先 に 組み 込ん で お ぐ く 必 要 が あり ます 。 
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3-2 LXJEX の 機能 


LXJEX は 、 日 本 語 化 キ ッ ト の 他 の ドラ イ バ に サー ビス を 提供 する だ め の デ バイ ス ド 
ライ バ で す 。LXJEX の 機能 に ユー ザー が 直接 触れ る こと は あり ませ ん が 、 非 常に 重要 
な 役割 を 担っ て いま す 。CONF 16. SYS の で きる だ け 前 の ほう で 組み 込 お よう に し て くだ 
さい 。 


LXJEX の 組み 込み 記 


DEVICE=A:\JKIT\LXJEX. SYS 


、 生 5 旧 HH2o9E X 日 本 語 化 キッ ト 」 の 高度 な 使い 方 


3-3 LXKKC の 機能 


D0S5.0 で WX II を 使う た め に は 、D0S 付 属 の KKCFUNC. SYS と いう デバ イス ドラ イ バ を 
組み 込ん で お く 必 要 が あり ます 。 と ころ が 、HP200LX の ROM 内 蔵 の D0S$ は 英語 バー ジョ 
ン な の で 、KKCFUNC. SYS は 含ま れ て いま せん 。 そ こ で 、KKCFUNC. SYS の 代わ り に 、 
LXKKC. SYS を 使う よう に し て くだ さい 。KKCFUNC と 違っ て 、LXKKC に は DOSSHELL の タス 
クス イッ チ に 対応 する た め の 機 能 が 含ま れ て いま せん が 、HP200LX で 使う 限り は 問題 
あり ませ ん 。LXKKC は 、KKCFUNC と 同様 に 、CONFI6.SYS で WX II "より も 前 の 行 で 組み 込ん 


で くだ さい 。 
LXKKC の 組み 込み 万 


DEVICE=A:\JKIT\LXKKC. SYS 
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3-4 LXANSI の 機能 


PC-98 と 違っ て 、IBM PC 系 の マシ ン で は 標準 で エス ケー プシ ー ケ ンス が サポ ー ト さ 
れ て いま せん 。 エ スケ ー プ シー ケン ス で 画面 制御 を 行う プロ グラ ム を 使う 場合 は 、 
CONFIG. SYS で LXANS 1 を 組み 込ん で くだ さい 。LXANSI が 対 記 し て いる エス ケー プシ ー ケ 
ンス の 種類 は 、 付 録 C に 掲載 し て あり ます 。 

LXANSI の 組み 込み 亡 


DEVICE=A:\JKIT\LXANSI.EXE 
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_ 第 3 章 「HP200LX 日 本 語 化 キ ッ ト 」 の 高度 な 使い 方 


3-5 LXEMM と EMSINST の 機能 


HP200LX 本 体 に は 、EMS や XMS と いっ た 拡張 メモ リ を 利用 する た め の ド ライ バ が 付属 
し て いま せん 。 そ も そ も 、CPU が ーー せ 代 前 の 80186 相 当 で す の で 、 プ ロ テ ク トメ モリ を 
使っ た 仮想 EMS ド ライ バ や XMS ドラ イ バ を 利用 する こと は で き な い の で す 。 し か し 、FEP 
が 必須 に な る 日 本 語 環境 で は 、EMS や XMS が な けれ ば コン ベン ショ ナル メモ リ が 非常 に 
狭く な っ て し まい ます 。 

で も ご 安心 くだ さい 。200LX 専 用 の EMIS ドラ イ バ で ある LXEMM を 使用 すれ ば 、 内 歳 RAM 
ディ スク の 一 部 を EMS メ モリ と し て 使う こと が で きる の で す 。WX II * を EMS メ モリ に 輝 が 
すこ と に より 、 コ ン ベ ン ショ ナル メモ リ の 消費 を 最小 限 に 抑え 、 快 適 な 日 本 語 環境 を 
構築 する こと が で きま す 。 


3-5-1 EMIS フ ァイル と は ? 


既に 説明 し た よう に 、LXEMM は 内 蔵 RAM デ ィ ス ク (C ド ライ ブ ) の 一 部 を EMS メ モリ と し 
て 流用 し ます 。 こ の EMM メ モリ と し て 使わ れる 領域 は 、C:\LXEMM. DAT と いう 不可 視 属 
性 の ファ イル と し て 確保 され ます (この ファ イル を EMS フ ァイル と 呼び ます ) 。 一般 の 
EMS ドラ イ バ は CONFIG. SYS で 組み 込 お 時 に ペー ジ 数 を 決め ます が 、LXEMM で は EMS フ ァ 
イル を 作る 時 に ペー ジ 数 を 決め て お か な けれ ば な り ま せん 。EMS フ ァイル の 大 き さ が 、 
LXEMM で 使え る EMS メ モリ の 容量 と 同じ に な る の で す 。 

EMS フ ァイル を 作る に は 、EMS INST と いう ユー ティ リティ を 使用 し ます 。EMSINST を 
実行 し て 確認 の メッ セー ジ に 'Y' と 答え る と 、 次 の よう に EMS の ペー ジ 数 を 入力 する 画 
面 に な り ま す 。 


Please input number of Iogical pages. (1..13) 
Press [CTRL]+[C] to abort. 


> 


この 画面 で 「(1..13) 」 と 表示 され て いる の が 、 確 保 で きる EMS の ペー ジ 数 の 範囲 で 
す ( 眼 は (ドラ イブ の 空き 容量 に よっ て 変化 し ます ) 。 ペ ー ジ 数 の 目安 は 、WX II だけ 
が EMS を 使用 する 場合 で 10 ペ ー ジ 、 他 に も EMS を 使用 する アプ リケーション が ある 場合 
は 適時 増し て くだ さい 。 た だ し 、HP200LX の 1MB モ デル で は 、10 ペ ー ジ 程度 が 限界 で 
す 。 デ ィ ス ク 容 量 い っ ぱい に EMS フ ァイル を 作成 する と 、 内 蔵 ア プリ ケー ショ ン の デー 
タ を セー ブ す る 領域 が が く な っ て し まう の で 、EMSINST が 表示 し た 眼 より も 4 ペー ジ 
ぐら い マ イナ ス し た 値 が 実質 的 な 限界 と な り ま す 。 

EMSINST は 初め て EMNS フ ァイル を 作る 時 に 一 度 だ け 実 行 す れ ば よく 、 起 動 時 に 毎回 実 
行 す る 必要 は あり ませ ん 。 皆 さん は 既に イン スト ー ル 時 に EMS フ ァイル を 作っ て いる 
の で 、EMS フ ァイル が 壊れ だ 時 や ④EMS の ペー ジ 数 を 変更 する 時 だ け 、EMSINST を 実行 す 
れ ば いい で し ょ う 。 な お 、LXEMM が 使用 中 の EMS フ ァイル を 変更 する こと は で きま せん 
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の で 、LXEMM を 組み 込ま な い 環 境 で 再起 動 し て か ら EMSINST を 実行 し て くだ さい 。 


注意 : LXEMM は ENS フ ァイル を ファ イル と し て 読み 書き せ ず 、 内 蔵 RAM の 一 部 と し て ダイ レク 
ト に アク セス し ます 。LXEMM が 使用 中 の EMS フ ァイル を 移動 や 削除 する こと は 非常 に 危険 で 
す の で 、 絶 対 に や ら な いで くだ さい 。 


3-5-2 LXEMM の 使い 方 
ー 端 、EMSINST で EMS フ ァイル を 作っ て し まえ ば 、 後 は LXEMM を CONFIG. SYS で 組み 込 
お だ け で EMS メ モリ を 使用 で きる よう に な り ま す ( 注 )。 そ の 際 、LXEMM に オプ ショ ン を 
付け る こと が で きま す が 、 通 常 は オプ ショ ン な し で も 動作 に 支隊 は あり ませ ん 。 オ ゴブ 
ショ ン の 意味 が よく 分 か ら な いな ら 、 の や み に 付 け な い よう に し て くだ さい 。 


LXEMM の オプ ショ ン 


DEVICE=LXEMM.EXE [EMS2 ヵ 名] [/H ト ' ル 数 ] [/F 物 理 ^ -\ 数 ] [/Q] 


EMS7 ヵ イル 名 EMS フ ァイル の 名 前 を フル パス 名 で 指定 し ます 。 省 略す る 
と 、C:\LXEMM. DAT が 使わ れ ま す 。 
/H ツ トル 数 EMM ハ ンド ル の 最大 数 を 指定 し ます 。 指定 で きる 値 は 2 > 


255 で 、 省 略 時 は 16 に な り ま す 。 

/f 物 理 A' -\ 数 EMS の 物理 ペー ジ 数 を 指定 し ます 。 指定 で きる 値 は 1 ご 8 で 、 
省略 時 は 4 に な り ま す 。 

/Q 組み 込み 時 に 表示 され る EMS の ステ ー タ ス を 表示 し な いよ 
うに する オプ ショ ン で す 。EMS ド ライ バ の 動作 に は 影響 し 
ませ ん 。 


( 注 ) LXEMM は LXJEX の 機能 を 使用 し て いる の で 、 必 ず LXEMM よ り も 前 に LXJEX を 組み 込む 
よう に し て くだ さい 。 


3-5-3 LXEMM の 制限 


・200LX 内 蔵 の Lotus 1-2-3 で は 、EMS を 使用 で きま せん 。 巨 大 な ワーク シー ト を 扱 つた 
め に EMS を 使用 し た い 場 合 は 、D0S 版 の Lotus 1-2-3 を 別途 購入 し て 使用 し て くだ さい 。 
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3-6 LXFONT と LXFBUF の 機能 


D0S/V の 日 本 語 表 示 シ ステ ム は 、 日 本 語 の フォ ント を 管理 する フォ ント ドラ イ バ と 、 
受け 取っ だ フォ ント を 画面 に 表示 する だ た め の デ ィ ス プレ イド ライ バ か ら 成 り 立 っ て い 
ます 。HP200LX の MS-DOS は 英語 バー ジョ ン で す が 、D0S/V と 同様 の 手法 で 日 本 語 化 する 
こと が で きま す 。 そ の 役割 を 担う の が 、LXFO0NT (フォ ント ドラ イ バ ) と LXDSPD (ディ ス 
プレ イ ドラ イ 作 で す 、 

D0S/W の フォ ント ドラ イ バ は フォ ント ファ イル を XMS な どの 拡張 メモ リ に 読み 込み 、 
そこ か ら デ ィ ス プレ イド ライ バ に 供給 し ます が 、 残 競 な が ら HP200LX で は XMS が 使え ま 
せん 。XMS の 代わ り に コン ベン ショ ナル メモ リ に 読み 込め こと も で きま す が 、 メ モリ 
の 消費 量 が 大 きく 、 実 用 的 で は あり ませ ん 。 そ こ で 、LXFONT は ディ スク か ら 直 接 フ ォ 
ント を 読み 出す こと に より 、 メ モリ を 極力 節約 する 設計 に な っ て いま す 。 


3-6-1 LXFONT を 使う 


LXFONT は E 光 形式 の ファ イル で す が 、 常 駐 プ ログ ラム で は な く 、CONFIG. SYS で 組み 
込め ゆ デ バイ ス ド ラ イ バ で す ( 注 )。LXFONT を 組み 込む 時 に は 、 次 の よう な オプション を 
付け る こと が で きま す 。 各 オプ ショ ン の 機能 は 、 こ れ 以 後 で 詳し く 説 明 し ます 。 


LXFONT の オプ ショ ン 
DEVICE=LXFONT.EXE [/F2 ヵ イル 名 ] [/BA 9 フサ 偽 「] 


F2 ヵ イル 名 LXFONT で 扱う フォ ント ファ イル 名 を 列挙 し た ファ イル (INI 
ファ イル ) を 指定 する オプ ショ ン で す 。 省略 し た 場合 は 、 
LXFONT.EXE と 同じ ディ レク トリ の LXFONT. INI が 参照 され 
ます 
/BA 979 人 全角 フォ ント バッ ファ の サイ ズ を K バ イト 単位 で 指定 し ま 
す 。 指定 で きる 値 は 1 一 60 の 範囲 で 、 省 略す る と 1 に な り 
ます 


( 注 ) LXFONT の 機能 は LXDSPD と LXDSPS が 利用 し ます の で 、 必 ず そ れ ら より も 前 に 組み 込 
ん で くだ さい 、。 


3-6-2 標準 以外 の フォ ント を 組み 込む 
HP200LX 日 本 語 化 キッ ト に は 、 表 の よう な 3 種類 の フォ ント が 付属 し て いま す が 、 
LXFONT で 扱え る フォ ント は それ だ け で は あり ませ ん 。LXFONT が 扱う こと の で きる フォ 
ント は 、FONTX2 形 式 と いう 種類 の フォ ント ファ イル で す 。 こ れ は DOS/V 用 フリ ー ソ フ 
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トウ ェ ア で は 標準 的 な 形式 で 、「D0SV パ スー パー ドラ イ バ ー ズ 」 で も 採用 され て いま 


す ( 注 1) 。 


( 注 1) D0SW ス ー パ ー ド ライ バー ズ は 、 機 能 拡張 され だ た DOS/V の ドラ イ バ 集 で す 。 ソ フト 
バン ク 株 式 会 社 よ り 、 ソ フト ウェ ア 十 書籍 と いう 形態 で 発売 され て いま す 。 


日 本 語 化 キ ッ ト に 付属 する フォ ント 


半角 ( 横 8 ド ッ ト ) 
終 8 ド ッ ト LXHN08X.FNT 
終 11 ド ッ ト LXHN11X.FNT 
終 16 ドット LXHN16X.FNT 


全角 ( 棋 16 ドット) 
LXZN08X.FNT 
LXZN11X.FNT 
LXZN16X.FNT 


それ で は 、「D0SW パ スー パー ドラ イ バ ー ズ 32」 に 付属 する 12 ドッ ト フ ォ ン ト を 組み 
込む 例 を 紹介 し まし ょ う 。 ま ず 、 フ ォ ン ト フ ァイル (ここ で 使う の は MNLHN12X. TLF と 
MNLZN12X. TLF) を 適当 な ディ レク トリ に コピ ー し て くだ さい 。 こ こ で は 、A:\FONT に コ 
ピー し た も の と し て 話 を 進め ます 。 次 に 、MIFES な ど で A:\JKIT\LXFONT. INI を オー プ 
ン し 、 フ ァイル の 最後 に フォ ント ファ イル 名 を 追加 し ます ( 注 2) 。 こ の 時 、 フ ァイル 
が ある ドラ イブ 名 と ディ レク トリ 名 も 書か な けれ ば な ら な いこ と に 注意 し て くだ さい 。 
な お 、LXFONT. INI の 中 で は 、 一 桁 目 に ' :" を 書い だ た 行 は コメ ント に な る の で 、 フ ォ ン 
ト の 種類 な ど を メモ し て お く の に 使う と いい で し ょ うつ 。 


( 注 2) LXFONT. INI を 書き 換え た 後 、 一 度 リ セッ ト し な けれ ば フォ ント は 組み 込ま せん 


12 ドッ ト フ ォ ン ト を 追加 し た LXFONT. INI の 例 


, 標準 の フォ ント 


A:\FONT\LXHN08X. 
A:\FONT\LXZN08X. 
A:\FONTWLXHN11X. 
A:\FONT\LXZN11X. 
A:\FONT\LXHN16X. 
A:\FONT\LXZN16X. 


が 1 が ピー208 ブ "に 


FNT 
FNT 
FNT 
FNT 
FNT 
FNT 


A:\FONT\MNLHN12X.TLF 
A:\FONT\MNLZN12X.TLF 


以上 で LXFONT に 対す る フォ ント の 組み 込み は 終わ り ま し た が 、 こ れ だ け で は その 
フォ ント を 使っ た 表示 は 行わ れ ま せん 。 標準 以 外 の フォ ント で 表示 する だ め に は 、 
LXDSPD や LXDSPS に その フォ ント を 使う よう に 指示 し な けれ ば な ら な い の で す 。LXDSPD 
の 説明 は 3ー7、LXDSPS の 説明 は 3ー8 を ご 覧 くだ さい 。 
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3-6-3 フォ ント の 読み 出し を 高速 に する 秘訣 


3-6 の 冒頭 で 説明 し た よう に LXFONT は ディ スク か ら 直 接 フ ォ ン ト を 読み 出す こと に 
より 、 少 な い メ モリ で 多く の フォ ント を 扱え る よう つう に な っ て いま す 。 だ た だ し 、 単 純 に 
ディ スク か が ら 読 お だ け で は 満 定 な 速度 が 得 ら れ な い の で 、 い ぐつ か が の 方 法 で 高速 化す 
る 工夫 を し て いま す 。 

A ド ライ ブ に 置か れ だ 半角 フォ ント は 、 す べ て コン ベン ショ ナル メモ リ に 読み 込ん 
で し まい ます 。 (ドラ イブ の 半角 フォ ント も 標準 で は コン ベン ショ ナル メモ リ に 読み 
込ま れ ま す が 、 次 の よう に LXFONT. INI で フォ ント ファ イル 名 の 後ろ に '-m を 付け る と 
ディ スク か ら 直 接 読み 出し ます 。 


| C:\FONIYLXHN16X FNT -m 「 


この 場合 、 メ モリ の 消費 量 は 少な べく なり ます が 、 フ ォ ン ト の 読み 出し は 若干 遅く な 
り ま す 。 
ント に 関し て は 、2 種 類 の 方 法 で 高速 化し て いま す 。 一 つ 目 は フォ ント バッ 
ァ で 、 一 度 読 ん だ 文字 を メモ リ に 格納 し て お く こ と に より 、 次 に 同じ 文字 を 読 お 時 
RT すう も う 一 つ は C ド ライ ブ の 直接 アク セス で 、 C ド ライ ブ 内 の フォ 
ント ファ イル を 内 上 蔵 RAM の 一 部 と し て 読 お こと に より 、 非 常に 高速 に 読み 出し ます 。 
これ ら の フォ ント ファ イル の アク セス 記法 を 、 次 表 に 整理 し て お きま す 。 


フォ ント ファ イル の アク セス 記法 
フォ ント の 種類 ト 5?77 アク セス 廊 法 


半角 フォ ント A: コン ベン ショ ナル メモ リ に すべ て 読み 込 の 
C: コ ン ベ ン ショ ナル メモ リ に すべ て 読み 込 の 方 法 
と 、 内 蔵 RAM か ら 直 接 読 お 方法 を 選択 可能 

全角 フォ ント A: ディ スク か ら 直 接 読 お (フォ ント バッ ファ を 使う ) 
(: 内 蔵 RAM か ら 直 接 読 お (フォ ント バッ ファ を 使う ) 


HP200LX の 2MBP モ デル ユー ザー の 方 は C じ ドラ イブ に 奈 裕 が ある の で 、 フ ォ ン ト は で き 
る だ け C ド ライ ブ に 置い て くだ さい 。 そ の 方 が フォ ント アク セス が 高速 に な り ま す 。 
ー 訪 、1MB モ デル ユー ザー の 方 は 、 す べ て の フォ ント を C ド ライ ブ に 置く こと が で き な 
い の で 、 使 用 頻度 の 高い フォ ント を 選ん で 、 可 能 な 限り (ドラ イブ に 置い て くだ さい 。 

A ド ライ ブ に 置い た フォ ント で も 、 フ ォ ン トバ ッ フ ァ を 使っ つこ と で 、 比 較 的 高速 に 読 
み 出 せる よう に な り ま す 。 

フォ ント バッ ファ の 容量 は 、LXFONT 組 み 込み 時 に /B オ プシ ョ ン で 指定 する こと が で 

きま す (3ー6 一 1 の ゴブ ショ ン 一 覧 参照 ) 。 バ ッ フ ァ サ イズ を 大 きく し た 訪 が 高速 に 
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読み 出せ ます が 、 そ の 分 メモ リ を 消費 する た め 、 極 端 に 大 き な 値 を 指定 する の は 禁物 
で す 。LXFBUF を 使う こと で バッ ファ サイ ズ を いつ で も 変更 で きる の で 、 通 信 ソ フト を 
使う 場合 な ど 、 特 に 高速 性 が 要求 され る 場面 で バッ ファ サイ ズ を 増やす と いい で し ょ 
つ 。 

LXFBUF の 書式 は 次 の よう に な っ て いま す 。/B オ プシ ョ ン で バッ ファ を 増やし 、 必 要 
な く な っ た ら /R オ ゴ プ ショ ン で 解放 する と いう の が 基本 的 な 使い 方 で す 。 な お 、LXFBUF 
で バッ ファ を 確保 する と 、LXFONT の /B オ ブシ ョ ン で 確保 し た バッ ファ は 使わ れ な く な 
る の で 、LXFONT で は 最少 の バッ ファ (/B1) だ け 確 保 し て お く の が いい で し ょ う 。 


LXFBUF の オプ ショ ン 
LXFBUF [/B 27 サイ 7] [/R] [/1] [/S] 
/B/ 9279 フォ ント バッ ファ の サイ ズ を K バ イト 単位 で 指定 し ます 。 
例え ば 次 の よう に 実行 する と 、 フ ォ ン トバ ッ フ ァ が 1 OK 


バイ ト に 拡張 され ます 。 
A>LXFBUF /B10 


/R /B オ プシ ョ ン で 確保 し た バッ ファ を 解放 し ます 。LXFONT 
の 組み 込み 時 に 確 保 し た バッ ファ を 解放 する こと は で き 
ませ ん 。 

/| 現在 の バッ ファ の 状態 を 表示 し ます 。 

/$ メッ セー ジ の 表示 を 抑止 し ます 。 


3-6-4 LXFONT の 制限 


・LXFONT で 扱え る フォ ント は 、FONTX2 形 式 の フォ ント だ け で す 。ELISA. FNTFONT. 14 の 
よう な 独自 形式 の フォ ント は 扱え ませ ん 。 

・LXFONT. INI に 登録 で きる フォ ント ファ イル の 数 は 、 半 角 / 全 角 合 わせ て 20 個 まで で す 。 
た だ し 、 ド ッ ト 数 が 異な る フォ ント は 、10 種 類 ま で し が 登録 で きま せん 。 同 じ 大 き さ 
の フォ ント を 複数 登録 する 場合 だ け 、11 個 以上 の フォ ント ファ イル を 登録 で きま す 。 

・LXFONMT で は 、 同 じ 大 き さ の フォ ント を 複数 登録 し て 切り 換え て 使う つこ と は で きま せん 。 
同じ 大 き さ の プア フォ ント が ある 場合 、LXFONT は 登録 され た 順番 に 文字 を 探し 、 最 初 に 
見 つか っ た フォ ント を 使用 し ます 。 従 っ て 、 フ ァイル 毎 に 含ま れる コー ド 領 域 が 異な 
る 場合 の み 、 同 し サ イズ の フォ ント を 複数 登録 する 意味 が あり ます 。 
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3-7 LXDSPD と LXVM の 機能 


LXDSPD は MS-DOS で 日 本 語 を 表示 する た だ ため の ドラ イ バ で 、D0S/V で 言う と ころ の 
$DISP. SYS や JDISP. SYS に 相当 し ます 。LXDSPD の 特徴 は 、 あ ら ゆ る 大 き さ の フォ ント に 
対 記 し 、 行 間 ド ッ ト 数 を 可変 と する こと で 、 非 常に フレ キシ ブル な 画面 設定 を 可能 に 
し て いる こと で す 。 小 さ な フ ォ ン ト で 情報 量 を 増やす の も 、 大 き な フ ォ ン ト で 文字 を 
見 や すく ぐす る の も 、 あ な た の 自由 で す 。 こ れ 以 降 の 説明 を 読ん で 、 使 いや すい 設定 を 
探し て みて くだ さい 。 


3-7-1 日 本 語 モ ー ド と 英語 モー ド 


LXDSPD を 組み 込 ず と 、MS-D0S 上 で 日 本 語 を 表示 で きる よう に な り ま す が 、 日 本 語 環 
境 で は 英語 版 の ソフ ト が うま く 動 か な いこ と が あり ます 。 そ ん な 時 は 、「LXDSPD /US」 
で 英語 モー ド に 切り 換え て くだ さい 。 逆 に 英語 モー ド か ら 日 本 語 モ ー ド に 戻す に は 、 

「LXDSPD /JP」 と 実行 し ます 。 


8-/-2 ビデ オモ ー ド を 変 更 ず る 


IBM PC は 、 文 字 を 表示 する た だ た め の モ ー ド 、 グ ラフ ィ ッ ク を 表示 する た め の モ ー ド 
な ど 、 さ ま ざ ま な 画面 モー ド を 切り 換え て 使用 で きる 設計 に な っ て いま す 。 そ し て 、 
それ ぞ れ の 画面 モー ド を 区 別 す る だ た め に 、 ビ デオ モー ド と いう 固有 の 番号 を 天 り 当て 
て いま す 。 だ と えば 、 モ ー ド 3 は 80 桁 X25 行 の テキ スト モー ド 、 モ ー ド 6 は 640X※200 
ドッ ト の グラ フィ ッ ク モ ー ド と いっ た だ 具合 で す 。D0SV で は これ を 拡張 し 、 日 本 語 
の ビデ オモ ー ド を 追加 し て いま す 。 

LXDSPD で 使え る ビデ オモ ー ド も D0S/V と 互換 性 が あり 、 次 表 の よう な 種類 が あり ま 
す 。 モ ー ド 70 と 71 は V-Text 五 換 モ ー ド で 、 行 数 を 自由 に 変更 で きま す 。 基 本 的 に は こ 
の モー ド で 使用 し 、 動 か な か い ア プリ ケー ショ ン が ある と き は モー ド 3 に 変更 し て くだ 
さい 。 ピ ビデ オモ ー ド を 変更 する に は 、「LXDSPD /V モ - ト 番号 」 の よう に オプション 
を 付け て 実行 し ます 。 


LXDSPD の 日 本 語 ビ デオ モー ド 


モー ド テキ スト サイ ズ 


3 80 桁 25 行 デキ スズ ドモ ー ド 

70 80 桁 可変 行 テキ スト モー ド (V-Tex1) 

71 80 桁 可変 行 払 張 テキ スト モー ド (V-Text) ( 注 ) 
73 80 桁 X25 行 拡張 テキ スト モー ド 注 ) 
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( 注 ) モー ド 71、73 の 拡張 アト リ ビ ュ ー ト は サポ ー ト し て いま せん 。 そ ぞ それぞれ 、 モ ー ド 
70、3 と 同じ に な り ま す 。 


モー ド 70 と ?1 は 行 数 が 可変 に な っ て いま す が 、 こ れ は LXDSPD の 機能 で いつ で も 行 数 
(フォ ント サイ ズ ) を 変更 で きる と いう こと で す 。 こ の ビデ オモ ー ド 70 の 時 に 選べ る 複 
数 の モー ド の こと を 拡張 ビデ オモ ー ド と 呼び ます 。 拡 張 ビ デオ モー ド は 、LXDSPD. INI 
と いう ファ イル の 中 で 定義 され て お り 、 ユ ー ザ ー が 自由 に モー ド を 増やす こと も で き 
ます (モー ド の 増やし 方 は 、3-7-3 で 鮮 説 し ます ) 。 標準 の LXDSPD. INI は 次 の リス ト の 
よう な 内 容 に な っ て お り 、 拡 張 ビ デオ モー ド は [extend] と いう セク ショ ン に 列挙 され 
て いま す 。LXVM を 実行 する と 拡張 ビデ オモ ー ド の 一 覧 が 表示 され ます が 、 そ ぞ れ は ここ 
で 定義 され た も の な の で す 。 


イン スト ー ル 直後 の LXDSPD. INI 


[init] 


-e:mid -V70 -jp -av 


[extend] 
lows8、8、8、8、16、8 
mid=8、12、8、11、16、11 
700om=8、17、8、16、16、16 


LXVM を 使え ば 対話 的 に 拡張 ビデ オモ ー ド を 変更 で きま す が 、 バ ッ チ ファ イル で モー 
ド を 切り 換え る 時 な ど 、 キ ー 入 力 を 省き た い 場 合 も ちる で し ょ う 。 そ の よう な 時 に は 、 
LXDSPD の オプ ショ ン で 拡張 ビデ オモ ー ド を 変更 し ます 。LXDSPD で 拡張 ビデ ゴ モ ー ド を 
変更 する 記法 は 、 次 の 2 通り あり ます 。 


LXDSPD /E: 拡 張 モ ー ド 名 


_ LXDSPD /E 拡 張 モ セード 番号 


拡張 モー ド 名 は LXDSPD. INI で モー ド を 定義 する の に 使っ た 「small」 な どの 名 前 で 、 
拡張 モー ド 番 号 は LXDSPD. INI で 定義 され た 拡張 モー ド の 通し 番号 で す 。 た と えば 、 
medium2 に 切り 換え る 場合 は 、「LXDSPD /E:mediunn2」 も し く は 「LXDSPD /E3」 と 実 
行 し ます 。 
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3-7-3 INI フ ァイル で 画面 モー ド を 追加 する 


LXDSPD の 各種 設定 は 、LXDSPD. INI (これ を INI フ ァイル と 呼 び ま す ) と いう ファ イル 
に 記述 し て お く こ と が で きま す 。 前 ペー ジ の リス ト を 例 に 、INI フ ァイル の 書き 方 を 
説明 し まし ょ う 。 

Linit] と いう セク ショ ン に は 、LXDSPD の オプ ショ ン の 初期 値 を 書い て お きま す 。 
LXDSPD の 組み 込み 時 に [init] セ クシ ョ ン と 同じ 種類 の オプ ショ ン を 指定 し た 場合 は 、 
そちら が 有効 に な り ま す 。 

[extend] と いう セク ショ ン で は 、 拡 張 ビ デオ モー ド を 定義 し ます 。' =' を 挟ん で 左 
側 に は 拡張 ビデ オモ ー ド の 名 前 を 、 右 側 に は 使用 する フォ ント の サイ ズ な ど を 書き ま 
す 。 拡 張 ビ デオ モー ド に は 好き な 名 前 を 付け る こと が で きま す が 、「Z00M」 と いう 名 
前 だ け は 特別 で 、 後 述 す る ズー ム 機 能 用 の モー ド を 定義 する の に 使わ れ ま す 。 右 側 の 
数 値 は すべ て ドッ ト 単 位 で 、 次 の よう な 意味 を 持っ て いま す 。 


文字 22 機 幅 、 高 さ 、 半 名 フッ ト の 要 由 、 高 さ 、 全 角 フ ォ ッ ト の 横幅 、 高 さ 


文字 ボッ クス の 大 き さ と は 、 半 角 1 文 字 が 占有 する 領域 の 大 き さ で す 。 た と えば 、 
貸 幅 を 8 ドッ ト 、 高 さ を 16 ド ッ ト と し だ 場合 、80 行 (6408) X12 行 (200 エ 16) の 画面 に 
な り の ます ( 注 ) 。 こ の 画面 に 対し て 、36 番 目 の オ プシ ョ ン で 指定 し た フォ ント を 使っ 
て 文字 が 表示 され ます 。 


( 注 ) 現在 の 仕様 で は 、 文 字 ボ ックス の 横幅 は 8 ドッ ト 固 定 で す 。 
3-7-4 ズー ム 機 能 を 使う 


HP200LX の 英語 テキ スト モー ド で は 、[Fn]+ [SPACE] (Z00M) で 画面 を 拡大 する こと が 
で きま す が 、 こ れ は HP200LX の ハー ドウ ェ ア の 機能 で す 。LXDSPD は 独自 の ズー ム 機 能 
を 備え 、 日 本 語 モ ー ド で も 英語 モー ド と 同様 に [Fn]+[SPACE] で 画面 を 拡大 する こと が 
で きま す 。 

[Fn]+[SPACE] を 押す と 、LXDSPD. INI の zoom= で 定義 され た 拡張 ビデ オモ ー ド に 切り 
替わり ます (zoom= の 定義 が な いと 、 ズ ー ム 機能 は 利用 で きま せん ) 。 標準 の LXDSPD. INI 
で は 、 終 16 ドッ ト フ ォ ン ト に よる 12 行 表示 が ズー ム に 使わ れ ま す 。 こ の 時 、 見 掛け 上 
の 画面 行 数 は 12 行 に な り の ます が 、 ア プリ ケー ショ ン か ら 見 た 画面 行 数 は ズー ム 前 と 同 
じ に な っ て いま す 。 ア プリ ケー ショ ン は ズー ム さ れ た と は 知ら ず に 、 ユ ー ザ ー の 目 に 
見 えて いな い 行 に も せっ せ と 表 示 を 行い ます 。 要 する に 、 画 面 の 一 部 の 行 だ け を 抜き 
出し て 、 大 き な フ ォ ン ト で 表示 し て いる と いう こと で す 。 

画面 か ら は み 出 だ 部 分 を 見 る に は 、[ALT]+[]/[ ヤ ] で 表示 領域 を スク ロー ル し て 
くだ さい 。 だ た だ し 、 こ の よう に 明示 的 に スク ロー ル し な く て も 、 カ ー ソ ル が 移動 する 
と それ に 追随 し て 自動 的 に スク ロー ル し ます 。 ま た だ た 、FEP の ガイ ドラ イン は 常に 画面 
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に 表示 され る よう に な っ て いる だ た め 、 漢 字 入力 も 支障 な く 行 えま す 。 ズ ー ム 時 に 使え 
る キー を まとめ る と 、 次 表 の よう に な り ま す 。 こ の 中 で 、[ALT]+[-] は ズー ム 機 能 

は 関係 あり ませ ん が 、 便 宜 的 に ここ に 含め まし た 。 ア プリ ケー ショ ン の 表示 し だ 文字 
が 画 の よう に つぶ れ て 読め な い 場 合 は 、[ALT]+[-] で カラ ー モ ー ド を 変更 する こと で 
改善 され る 場合 が あり ます 。 


LXDSPD の キー 操作 


[FN]+[SPACE] 画面 を 拡大 し ます (既に 拡大 され て いる 時 は 元 に 戻し ます ) 。 
[ALT]+[4] 画面 に 表示 する 範囲 を 上 に 移動 し ます 。 

[ALT]+[ ヤ ] 画面 に 表示 する 範囲 を 下 に 移動 し ます 。 

[ALT]+[-] 3 種類 の カラ ー モ ー ド (/B+、/B-、/BD) を 順番 に 切り 換え ます 。 


3-7-5 LXVM の 調査 モー ド 


LXVW に は 、 メ ニュ ー 画 面 で 画面 モー ド を 選択 する 機能 の 他 に 、 現 在 の 画面 モー ド を 
調べ る 機能 ち も あ り ま す (これ を 調査 モー ド と 呼 び ま す ) 。LXVW を 調査 モー ド で 使う た め 
に は 、 次 の よう な コマ ンド ライ ン オ プシ ョ ン を 付け て 実行 し ます 。 調 査 モ ー ド で 調べ 
た 結果 は ERRORLEVEL に 設定 され る の で 、 画 面 モ ー ド に よっ て バッ チ フ ァイル の 処理 を 
変え る こと が で きま す 。 


LXVM の オプ ショ ン 


LXVMMI/C1WI/EI 人 ル ] [728] 


0 現在 の 国 別 モー ド を 調べ ます 。 日 本 語 モ ー ド の 場合 は 1 を 
英語 モー ド の 場合 は 0 を ERRORLEVEL に 設定 し ます 。 

/V 現在 の ビデ オモ ー ド を 調べ て 、ERRORLEVEL に 設定 し ます 。 
ビデ オモ ー ド は 16 進 数 な の で 、 モ ー ド 70 は ERRORLEVEL=112 
に な り ま す 。 

E 現在 の 拡張 ビデ オモ ー ド を 調べ て 、ERRORLEVEL に 設定 し 
ます 。 

/L 現在 の 表示 行 数 を 調べ て 、ERRORLEVEL に 設定 し ます 。 


この オプ ショ ン を 付け る と 、 メ ッ セ ー ジ を 表示 し ませ ん 。 
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3-7-6 LXDSPD の オプ ショ ン の まとめ 
最後 に 、 こ れ ま で に 説明 し た LXDSPD の オプ ショ ン を まとめ て お きま す 。 
LX0DSPD の オプ ショ ン 
パイ 多 志 一 ド 


DEVICE=LXDSPD.EXE [/F2 ヵ 人名 ] [/VE チート ] [E 拡 張 ビ デート ] 
[/JP] [/US] [/B な |-101] [7/6 む |-1] [/Ak |-}] 


2 三 ド 
LXDSPD [/VE テ 者 - ト ] [/E 拡 張 じ テ - ト ] [/JP] [/U0S] [/B|-10}] 
[/6 本 | -]] [At-]] 
/F7 ヵ 條 名 INI フ ァイル 名 を 指定 し ます 。 (デパ イス モー ド だ け で 使え る 
オプ ショ ン で す ) 
MD の = ド ビデ オモ ー ド を 切り 換え ます 。 (ビデ オモ ー ド は 16 進 数 で す ) 


/E 拡 張 ビ テ - ト 拡張 ビデ オモ ー ド 番号 を 指定 し て 、 画 面 モ ー ド を 切り 替 
えま す 。 ここ で 指定 する 番号 は 、INI フ ァイル 内 で 定義 し 
た 拡張 ビデ オモ ー ド の 通し 番号 で す 。 


/E: 拡 張 モ - ト 名 INI フ ァイル で 定義 し た 拡張 ビデ オモ ー ド 名 を 指定 し て モ 
ー ド を 切り 替え ます 。 

/U$ 英語 モー ド に 切り 替え ます 。 

/JP 日 本 語 モ ー ド に 切り 替え ます 。 

/6+ BI0S5 ワ ー ク エリ ア に 設定 する ビデ オモ ー ド を 常に 6 に し ま 


す 。L0W BATTERY の メッ セー ジ を 表示 する た め に は 、 こ の 
オプ ショ ン を 指定 し て お く 必 要 が あり ます 。 (デフ ォ ル ト ) 

00 実際 の ビデ オモ ー ド と 同じ 値 を 8105 ワ ー ク エリ ア に 設定 
し ます 。B10S5 ワ ー ク エリ ア か ら ビ デオ モー ド を 取得 する 
アプ リケーション は 、 こ の オプ ショ ン を 付け な けれ ば 正 
常に 動作 し ませ ん 。 


/B+ 背景 色 を 有効 に し ます 。 背景 色 と 前 景色 の リバ ー ス 属性 
が 逆 の 場合 だ け 文 字 が 読め る こと に な り ま す 。 

/B- 背景 色 を 無視 し 、 前 景色 で リバ ー ス 属性 が し て いさ れ て 
いる 場合 の み リ バー ス で 表示 し ます 。 

/BD 背景 色 が 前 景色 より 濃い 場合 は リバ ー ス で 表示 し ます 。 
(デフ ォ ル ト ) 

A+ CTRL + 6 を 実行 する と ビー プ 斉 を 鳴ら し ます 。 (デフ ォ ル ト ) 

A- CTRL + 6 を 実行 する と ビー プ 斉 を 鳴ら し ませ ん 。 

/AV CTRL + 6G を 実行 する と ビー プ 音 を 鳴ら す 代わ り に 、 
画面 を 明 減 させ ます 。 (ビジ ブル ベル 機能 ) 

/Z+ ズー ム 状 態 に し ます 。 


デバ パイ スモ ー ド 、 コ マン ドモ ー ド の 両方 で 指定 で きま す 。 
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の 2 ズー ム し な い 状 態 に な り ま す 。 (デフ ォ ル ト ) 
デパ イス モー ド 、 コ マシ ドモ ー ド の 両 応 で 指定 で きま す 。 


3-7-7 LXDSPD の 制限 
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・LXDSPD で 日 本 語 化 さ れる の は 、 画 面 表 志 だ け で す 。DO0S の ファ イル シス テム は 英語 版 の 


まま な の で 、 日 本 語 の ファ イル 名 は 正常 に 認識 され ませ ん 。 フ ァイル 名 に 漢字 め 半 角 
カナ を 使わ ない よう に し て くだ さい 。 


・LXDSPD を 組み 込ん で も 、D0S コ マン ド の メッ セー ジ は 日 本 語 に な り ま せん 。 
・ 日 本 語 モ ー ド で は 常に 曰 黒 二階 調 の 表示 に な り ま す 。 
・ 日 本 語 モ ー ド で は 、D:\BIN\SERCTL.COWM で 有線 (/W) と 赤 外 (/ |) を 切り 換え る こと が で き 


ませ ん 。 か わり に 、 本 パッ ケー ジ 付 属 の SERCTL.COM を 使用 し て くだ さい 。 
D:\BIN\LLRAW.BAT と D:\BIN\LLRAIR. BAT の 中 で も SERCTL を フル パス で 串 び 出 し て いる 
箇 所 が ある の で 、 日 本 語 モ ー ド で は 正常 に 機能 し ませ ん 。C:\ な ど に コピ ー し た も の 
を 書き 換え て 使う か 、 一 時 的 に 英語 モー ド に する こと で 対処 し て くだ さい 。 


、 十 3 吉 [HP200LX 日 本 昭 人 キッ ト 」 の 高度 な 使い 亡 


HP200 了 計 ッ ト 


3-8 LXDSPS の 機能 


LXDSPS は 、 シ ステ ム マ ネー ジャ (HP200LX の 内 蔵 ア プリ ケー ショ ン ) で 日 本 語 を 表示 
する だ め の ド ライ バ で す 。 シ ステ ム マ ネー ジャ で 使わ れる 3 種類 の フォ ント サイ ズ に 
合わ せ て 、 常 に 最適 な サイ ズ で 日 本 語 表 示 を 行い ます 。 ま た 、 内 蔵 ア プリ ケー ショ ン 
の カー ソル 移動 と 文字 の 削除 を 全角 単位 で 行う よう に 拡張 する こと に より 、 日 本 語 の 
編集 も 違和感 な く 行 える よう に な っ て いま す 。 


3-8-1 LXDSPS の 使い 方 


LXDSPS は 常駐 型 の プロ グラ ム で す 。 シ ステ ム マ ネー ジャ を 起動 する 前 に 常駐 させ 、 
必要 な ら ば シス テム マネ ー ジ ャ 終了 後に 常駐 を 解除 し て くだ さい ( 注 ) 。 常 駐 を 解除 す 
る に は 、/R オ プシ ョ ン を 付け て 実行 し ます 。 


( 注 ) LX0SPS は LXJEX と LXFONT の 機能 を 使用 する た め 、CONFI6. SYS で LXJEX と LXFONT を 組 
み 込 ん で お く 必 要 が あり ます 。 ま た 、LXDSPS の カー ソル 制御 機能 を 利用 する た め 
に は 、LXIME を LXDSPS よ り も 先 に 組み 込ま な けれ ば な り ま せん 。 


LXDSPS の オプ ショ ン 


常駐 


常駐 解除 


S 小 フォ ルト サ イズ 


/M 中 7 ルッ ト サイ 


/L 大 フッ ト サ イ 人 


K47 ツ ョ な し 
K+ 
/K- 
/\- 


LXDSPS [/S 小 フト 9 イ 7 ] [/M 中 フルト 9 ] [/L 大 24 ツ ト サ イ 7 ] 
[/Kt|-] 
LXDSPS /R 


シス テム マネ ー ジ ャ の Small サイ ズ に 対応 する 日 本 語 フ ォ 
ント の 大 き さ ( ド ッ ト 数 ) を 指定 し ます 。 省略 時 は 、 半 角 8 
8 ドット 、 全 角 16X8 ド ッ ト の フォ ント を 使用 し ます 。 
シス テム マネ ー ジ ャ の Medium サ イズ に 対応 する 日 本 語 フ 
ォ ン ト の 大 き さ ( ド ッ ト 数 ) を 指定 し ます 。 省略 時 は 、 半 
角 8 メ 11 ド ッ ト 、 全 角 16X11 ド ッ ト の フォ ント を 使用 し ま 
9 

シス テム マネ ー ジ ャ の Large サ イズ に 対応 する 日 本 語 フ ォ 
ント の 大 き さ ( ド ッ ト 数 ) を 指定 し ます 。 省略 時 は 、 半 角 8 
X11 ド ッ ト 、 全 角 16X11 ド ッ ト の フォ ント を 使用 し ます 。 
1-2-3 と AppMgr で は 半角 カナ の 表示 を 行い ませ ん 。 

半角 カナ の 表示 を 常に 行い ます 。 

半角 か な の 表示 を 常に 行い ませ ん 。 

半角 の \ を へ ヽ へ (パッ クス ラッ シュ ) で 表示 し ます 。 シェ ア 
ウェ ア の 100buddy を 使用 する 時 は 、 こ の オプ ショ ン を 付 
け て くだ さい 、。 
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/$、/M、/ ル [オプ ショ ン は 、 シ ステ ム マ ネー ジャ の Small、Medium、Large の 表示 (次 
表 参 照 ) に 使う フォ ント の 大 き さ を 指定 する オプ ショ ン で す 。 こ れ ら の オプ ショ ン を 
省略 し た 時 は 、 本 パッ ケー ジ 皇 準 添 付 の フォ ント が 使わ れる の で 、 通 常 は 指定 する 必 
要 は あり ませ ん 。 標 準 以 外 の フォ ント を 利用 する 場合 や 、 デ ィ ス ク 容 量 節 約 の た め に 
フォ ント の 数 を 減ら す 場 合 な ど に 指定 し て くだ さい 。 な お 、LXDSPS で 使 つ フォ ント は 、 
あら か じ め LXFONT で 組み 込ん で お く 必 要 が あり ます (3ー6 一 1 参照 ) 。/S、/M、/ ル ルオ 
プシ ョ ン で 指定 する 数 値 は 、 フ ォ ン ト の 縦 ド ッ ト 数 を 表し 、 横 ドッ ト 数 は 次 の よう な 
ルー ル で 決定 され ます 。 


王 角 の 場 ・ 


まず 、8 以 下 な ら 縦 の 倍 、9 以 上 な ら 終 と 同じ サイ ズ の フォ 

ント を 探し 、 見 つか ら な い 時 は 村 16 ド ッ ト を 使う 。 。 。 
半角 の 場合 まず 、 統 の 半分 の 幅 の フォ ント を 探し 、 見 つか ら な い 時 は 
、 括 8 ド ッ ト を 使う 


シス テム マネ ー ジ ャ の 文字 ボッ クス の 大 き さ 


半角 全角 
Small 橋 8X 終 8 ドッ ト 棋 16 メ 終 8 ド ッ ト 
Medium 棋 10X 縦 11 ドッ ト 棋 20X 終 11 ド ッ ト 
Large 棋 16X 終 12 ド ッ ト 横 32X 終 12 ド ッ ト 


/K オ プシ ョ ン は 、 半 角 カ ナ の 表示 範囲 を 決め る オプ ショ ン で す 。 通常 (/K【 ゴ プシ ョ 
ン を 付け な い 場 合 ) は 、1-2-3 と AppMgr で は 半角 カナ の 表示 は 行い ませ ん 。 こ れ は 糧 線 
文字 な どの 文字 化け を 防ぐ た めで す 。 これ ら の アプ リケーション で どう し て も 半角 カカ 
ナ を 表示 し た い 場 合 は 、/K+ オ プシ ョ ン を 付け て くだ さい 。 時 線 文字 な ど が 麻 豚 に 表 
示さ れ な く な り ま す が 、 半 角 カ ナ が 表示 で きる よう に な り ま す 。 逆 に /K- オ プシ ョ ン 
を 付け る と 、 半 角 カ カナ は 一 切 表 示さ れ な く な り ま す 。 


3-8-2 LXDSPS の 制限 


LXDSPS に は 次 の よう な 制限 が あり ます 。 シ ステ ム マ ネー ジャ が 全角 文字 に 対応 し て 
いな い の が 原因 で す の で 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


・1-2-3 で 漢字 が セル の 境界 を また ぐ と 、 正 常に 表示 され な いこ と が あり ます 。 

・Memo の 編集 画面 や Database や ApptBook な どの Note フ ィ ー ル ド で は 、 漢 字 の 途中 で 改行 
され て し まう こと が あり ます 。 こ れ は シス テム マネ ー ジ ャ が ワー ドラ ッ プ (英文 の 禁 
則 処 理 ) を 行っ て いる た めで す 。 

内 蔵 ア プリ ケー ショ ン が 半角 カナ と 同じ コー ド の 緒 線 文字 な ど を 使っ て いる 場合 、 著 
線 で は な く 半 角 カ ナ と し て 表示 され ます (半角 カナ を 表示 する 必要 が な けれ ば 、/K- オ 
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プシ ョ ン で 回 避 で きま す ) 。 

・ 画 面 外 に ある 漢字 に 移動 し た 場合 な ど 、 全 角 カ ー ソ ル 制 御 が 効か な い 場 合 が あり ます 。 
また 、Database な どの Note フ ィ ー ル ド の 上 に メニ ュー が 表示 され だ 場合 、 そ れ 以 降 の 
全角 カー ソル 制御 が 無効 に な る 場合 が あり ます 。 

・ 上 書き モー ド は 正常 に 動作 し な いこ と が あり ます 。 通常 は 挿入 モード で 使う よう に し 
て くだ さい 。 

・ シ フト JIS コ ー ド で F800h 以 降 の 漢字 (外字 の 一 部 と IBM 拡張 文字 ) は 表示 し ませ ん 。 添 付 
の フォ ント ファ イル (LX*. FNT) に は この 領域 の 文字 は 入 ま れ て いま せん の で 、 通 常 使 
用 する 範囲 で は 問題 あり ませ ん 。 
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3-9 LXIME の 機能 


LXIME は 、 シ ステ ム マ ネー ジャ (HP200LX の 内 蔵 ア プリ ケー ショ ン ) で 日 本 語 を 入力 す 
る た だ ため の ドラ イ バ で す 。 シ ステ ム マ ネー ジャ は MS-D0S と は 異な る 特殊 な 環境 で す の で 、 
DO0S 用 の FEP で ある WX II * を その まま 利用 する こと は で きま せん 。 ぞ そこ で 、LXIME は ユー 
ザー か ら の キー 入力 を WX HI * に 渡し て 変換 させ 、 ぞ その 結果 を 受け 取っ て アプ リ ケ ー シ ョ 
ン に 入力 する こと に より 、 シ ステ ム マ ネー ジャ 上 で も WX II* の 変換 機能 を 利用 で きる よ 
うに し て いま す 。 原 理 的 に は 、Windows 上 で DO0S 用 の FEP を 利用 する た め の 「WMS-KANJI 
イン ター フェ イス か な 漢字 変換 」 と 似通っ た ブロ グラ ム で す 。 


3-9-1 LXIME の 使い 廊 


LXIME は 常駐 型 の プロ グラ ム で す 。 シ ステ ム マ ネー ジャ を 起動 する 前 に 常駐 させ 、 
必要 な ら ば シス テム マネ ー ジ ャ 終了 後に 解放 し て くだ さい ( 注 1) 。LXIME の オプ ショ ン 
は 、 常 駐 を 解除 する た め の /R し か あり ませ ん 。 


( 注 1)LXIME は LXJEX と WXI' の 機能 を 使用 する た め 、CONFIG. SYS で LXJEX と WXI "を 組み 込 
ん で お く ぐ 必 要 が あり ます 。 ま た 、LXDSPS の カー ソル 制御 機能 を 利用 する た め に は 、 
LXIME を LXDSPS よ り も 先 に 組み 込ま まけ れ ば な り ま せん 。 


LXIME の オプ ショ ン 


常駐 LXIME (オプ ショ ン な し ) 
常駐 解 昧 LXIME /R 


LXIME の キー 操作 は 、 基 本 的 に は DO0S 上 で WX II "を 使う 場合 と 司 じ で す 。WX II ' を キー 
カス タマ イズ し た 場合 、 シ ステ ム マ ネー ジャ 上 で の キー 割り 当て も 同じ に な り ま す ( 注 
2)。 た だ し 、 次 の 点 が 異な る こと に 注意 し て くだ さい 。 


( 注 2) WKIHI'* の キー カス タマ イズ で 、 以 下 の キ ー の 定義 を 変更 し な いで くだ さい 。 変 更 
する と 、LXIME で 単語 登録 で き な く な り ま す 。[F5] (部 首 変換 ) 、[F8] (半角 変換 ) 、 
[F9] (全角 英 数 変換 ) 、[Enter] ( 全 確定 ) また 、WXI "は Ver.2.56 以 降 で な けれ ば 、 
LXIWE 上 で 単語 登録 が で きま せん の で 基本 セッ ト の ユー ザー の 万 は 、 ご 使用 に な 
る WX II* の バー ジョ ン に 注意 し て 下さ い 。 


・ 起 動 ト グル は [ALT]+[SPACE] も し く は [ALT]+[/] で 行い ます 。 こ れ ら の キー は 変更 で き 
ませ ん 。 

・ 確 定 し た 文字 別 は すぐ に アプ リケーション に 入力 され ず 、 シ ステ ムラ イン の 編集 バッ 
ファ に キー プ さ れ ま す 。 こ の 編集 バッ ファ で は 、[ 作 ] [y] [年 ] [DEL] [HOME] [END] な ど 
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の キー を 使っ だ 編集 を 行う こと が で き 、[ENTER] を 押し た 時 点 で アプ リケーション に 
入力 され ます 。 
・ 単語 登録 の 手順 が 若干 異な り ま す (以下 の 手順 を 参照 ) 。 


シス テム マネ ー ジ ャ 上 で 単語 登録 する 場合 、 画 面 上 か ら 単 語 を 拾う こと は で きま せ 
ん 。 そ の か わり 、 シ ステ ムラ イン の 編集 バッ ファ 内 の 確定 文字 別 や 、 ク リッ プ ボ ー 
内 の 文字 列 の 一 部 を 、 登 録 単 語 と し て 引用 する こと が で きま す 。 具 体 的 に は 、 以 下 の 
よう な 手順 で 単語 登録 を 行い ます 。 


(1) [CTRL]+[F2] (登録 ) を 押す と 、「 漢 字 を 入力 し て くだ さい 」 と 表示 され ます 。 

(2) ここ で [F3] を 押す と 、 編 集 バ ッ フ ァ 内 の 確定 文字 列 が 引用 され ます 。 登 録 単 語 の 始点 
と 終点 で [ENTER] を 押し て 、 必 要 な 部 分 だ け を 切り 出し て くだ さい (始点 と 終点 の 間 は 
リバ パー ス 表 示 に な り ま す ) 。 

(2') [F3] の 代わ り に [F4] を 押す と 、 ク リッ プ ボ ー ド 内 に ある 文字 列 が 引用 され ます 。 

(3) [8S] キ ー で 登録 単語 以外 の 文字 を 削除 し 、 最 後に [ENTER] を 押し て くだ さい 。 

(4) 単語 の 読み を 入力 し 、[ENTER] を 押し て くだ さい 。 

(5) 品詞 の 確認 状態 に な る の で 、 NMOS 他 の 品詞 を 選ぶ と き 
は [NM] を 押し て くだ さい 。 品詞 を 確定 する と 、 単 語 が 登録 され ます 。 


3-9-2 LXIME の 制限 
LXIME に は 以下 の 制限 が あり ます 。 


・WXI' の 設定 に 関 ら っ ず 、 シ ステ ム マ ネー ジャ 上 で は 常に シス テム ライ ン 変 換 に な り ま す 。 

・Datacom、1-2-3 以 外 の 内 蔵 ア プリ ケー ショ ン で 日 本 語 入力 し た 場合 、 ク リッ プ ボ ー 
の 内 容 が FEP の 確定 文字 別に 書き 替わり ます 。 こ れ は 、LXIME が クリ ッ プ ボー ド を 利用 
し て 高速 入力 を 実現 し て いる だ めで す 。 

・Quicken の Account の Nane フ ィ ー ル ド で は 、2? バ イト 目 が ' [] 1 (5Bh、5Dh、 7Dh) の 
いずれ か に 該当 する 漢字 を 入力 で きま せん 。 具体 的 に は 、 一 ( 音 引き ) 、 ゼ 、 ゾ 、 ボ 、 
マ 、 本 、 図 、 納 な ど 、150 文 字 余り が 該当 し ます 。 NN2GIKS2 
LXIME で は 対処 で きま せん 。 

・PhoneBook、Database、NoteTaker、WorldTime の speed-locate( イ ンク リ メ ン タル サー 
チ ) で は 、 漢 字 に よる 検索 が 正常 に 行え ませ ん 。 

・LXIME で の 動作 を 保証 し て いる FEP は 、Ver2.56 以 職 の WX II だ け で す 。 他 の FEP を 使用 し 
だ 場合 の 不具 合 に つい て は 対処 いた し か ね ます 。 
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付録 人 エラ ー メ ッ セ ー ジ 


画 各 ドラ イ バ 共 通 の エラ ー メ ッ セ ー ジ 
・Already installed. 
同 し ドライ バ が 既に 組み 込ま れ て いま す 。CONF 1G. SYS が AUTOEXEC. BAT を 修正 
し て 、 一 度 だ け 組 み 込 ゆ よう に し て くだ さい 。 


・Cannot remoVe. 
/R オ プシ ョ ン に よる 解放 に 失敗 し まし た 。 他 の 常駐 プロ グラ ム を 後 か ら 常 駐 
させ だ 場合 は 、 そ ちら を 先 に 解放 し て くだ さい 。 常駐 プ ログ ラム は 、 常 往 さ せ 
た の と は 逆 の 順番 に 解放 する の が 鉄則 で す 。 


・Not installed. 
まだ 常駐 し て いな い の に 、/R オ プシ ョ ン で 解放 し よう と し まし た 。 


・LXJEX is not installed. 
LXJEX が 組み 込ま れ て いま せん 。(CONFIG. SYS で LXJEX. SYS を 組み 込ん で くだ さ 
い 。 


画 | XEMM の エラ ー メ ッ セ ー ジ 
・EMS-file is not found. 
EMS フ ァイル が 見 つか り ま せん 。EMS フ ァイル を まだ 作っ て いな い 場 合 は 、 
EMSINST で 作成 し て くだ さい 。 そ う で な い 場 合 は 、CONF16.SYS に 書い だ EMS フ ァ 
イル 名 が 正しい か どう か が 確認 し て くだ さい 。 


・EMS-file must be on ( drive. 
EMS フ ァイル は C ド ライ ブ に な けれ ば な り ま せん 。CONF 16.SYS に 書い た オプ 
ショ ン が 問 違っ て いな いか が 確認 し て くだ さい 、。 


・EMS-file is broken. 
何ら か の 原因 で 、EMS フ ァイル が 破壊 され まし た 。EMSINST を 実行 し て 、EMS 
ファ イル を 作り な お し て くだ さい 、。 


一 EMSINST の エラ ー メ ッ セ ー ジ 
・Not enough memory. 
メモ リ が 足り ませ ん 。 D ド ライ ブ か ら 起 動 す る な どの 方 法 で 、 十 分 な 空き メモ 
リ を 確保 し て くだ さい 。 
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EMS-file is in use. Please restart non EMS environment. 


EMS フ ァイル が 使用 中 で す 。LXEMW を 組み 込ま な い 環 境 で 再起 動 し て くだ さい 。 


・Not enough disk space. 
ディ スク の 容量 が 不足 し て いま す 。 作 成す る EMS フ ァイル の ペー ジ 数 を 減ら す 


か 、 (ドラ イブ の 不要 な ファ イル を 削除 し て くだ さい 。 


・Logical disk error found. Please execute 'D:\DOS\CHKDSK C: /F'. 
ディ スク の エラ ー が 見 つか り ま し た 。 CHKDSK で C ドラ イブ の 内 容 を 修復 し て か 


ら 、EMSINST を 実行 し て くだ さい 。 


画 LXFONT の エラ ー メ ッ セ ー ジ 


・Cannot open 「LXFONT.INI'. 
INI フ ァイル を オー プン で きま せん で し た 。(ONF16. SYS で /F オ プシ ョ ン で 指定 


し た INI フ ァイル 名 が 正しい か どう が 確認 し て くだ さい 。/F オ プシ ョ ン を 付け な 
か っ だ 時 は 、LXFONT. EXE と 同じ ディ レク トリ の LXFONT. INI が 参照 され る の で 、 


それ が 存在 する か どう が 確認 し て くだ さい 。 
・Cannot open FileName . (フォ ント ファ イル が 見 つか り ま せん ) 
LXFONT. INI で 指定 し た フォ ント ファ イル が 存在 し ませ ん 。 フ ォ ン ト フ ァイル 
名 や ディ レク トリ 名 な ど が 正しい か どう か 確認 し て くだ さい 、。 
・|llegal font file.、 (フォ ント ファ イル が 不正 で す ) 
LXFONT. INI で 指定 し た フォ ント ファ イル が 、FONTX2 形 式 で は あり ませ ん で し 
だ た 。LXFONT で は ELISA. FNT ゆ FONT. 14 は 扱え ませ ん 。 


画 LXFBUF の エラ ー メ ッ セ ー ジ 


・|lllegal buffer size. 
/B オ プシ ョ ン で 指定 で きる サイ ズ は 、0< て 63K バ イト まで で す 。 正しい 値 を 指 


定 し て くだ さい 、。 
・Buffer is broken. 
何ら か の 原因 で バッ ファ が 破壊 され まし た 。 修 復 不可 能 な の で 、 
[CTRL]+[ALT]+[DEL] で 再起 動 し て くだ さい 、。 


画 LXDSPD の エラ ー メ ッ セ ー ジ 


・Cannot open ini file. 
INI フ ァイル を オー ブン で きま せん で し た 。/F オ プシ ョ ン で 指定 し た INI フ ァ 
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イル 名 が 正しい か どう が 確認 し て くだ さい 。/F ゴ オプション を 付け な か っ だ 時 は 、 
LXDSPD. EXE と 同じ ディ レク トリ の LXDSPD. INI が 参照 され る の で 、 そ れ が 存在 す 
る か どう が 確認 し て くだ さい 。 


・Not found 8x8、16x8 font. 
半角 8X8 ド ッ ト 、 全 角 16X8 ド ッ ト の フォ ント は 、LXDSPD で 必ず 使わ れる た 
め 、 常 に 組み 込ん で お か ひな けれ ば な り ま せん 。LXFONT. INI で それ ら の フォ ント 
を 組み 込ん で いる か どう か が 確認 し て くだ さい 。 


・LXDSPD is not installed. 
コマ ンド モー ド で 起動 し た 時 に 、 デ バイ スモ ー ド で 組み 込ま れ だ LXDSPD を 見 
つけ られ ませ ん で し た 。CONFIG. SYS で LXDSPD を 組み 込ん で くだ さい 、。 


画 LXDSPS の エラ ー メ ッ セ ー ジ 
・Cannot get font. 
/$、/M、/ ル ルオ プシ ョ ン で 指定 され た サイ ズ の フォ ント が 見 つか り ま せん で し 
た 。 そ の サイ ズ の フォ ント を LXFONT. INI で 組み 込ん で くだ さい 、。 


・Invalid font size. 
指定 され だ フォ ント サイ ズ が 7 て.16 の 範囲 を 越え て いま す 。AUTOEXEC. BAT を 修 
正 し て 、 正 し い フ ォ ン ト サ イ ズ を 指定 し て くだ さい 。 


・LXIME is not installed. 
LXDSPS と LXIME を 併用 する 場合 、LXIME を 先 に 組み 込ま な いと 全角 単位 の カー 
ソル 制御 が で きま せん 。AUTOEXEC. BAT を 修正 し て 、LXIME を 先 に 組み 込 ず め よ うに 
し て くだ さい 。 


画 LXIME の エラ ー メ ッ セ ー ジ 


・MS-KANJI API FEP is not installed. 
WXI が 組み 込ま れ て いま せん 。(CONFI6. SYS で WX II ' を 組み 込ん で くだ さい 、。 
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。 内 B MOIOUN |96S サ 22 ルン パス 


ESC[<pl>:<pc>H 
ESC[<pl>:<pc>f 
ESC[<pnx>A 
ESC[<pn>B 
ESC[<pn>C 
ESC[<pn>D 

ESC[s 

ESC[u 

ESC[6n 

ESC[J また は ESC[0OJ 
ESC[1J 

ESC[2J 

ESC[K また は ESC[OK 
ESC[1K 

ESC[2K 

ESC[<ps>:... <ps>m 
ESC[=<ps>h 

ESC[=<ps>1 
ESC[<code>:... <pn>p 
ESC[<code>:"string'p 
ESC[Oa 

ESC[1q 

ESC D 

ESC E 

ESC M 

ESC[<pn>M 

ESC[<pnx>L 


付録 B LXANSI が サポ ー ト する エス ケー プシ ー ケ ンス 


カー ソル を pl 行 pc 桁 に 移動 

カー ソル を pl 行 pc 桁 に 移動 

カー ソル を pn 行 上 に 物 動 

カー ソル を pn 行 下 に 移動 

カー ソル を pn 桁 右 に 移動 

カー ソル を pn 桁 を に 移動 

カー ソル 位置 の 保存 

カー ソル 位置 の 復帰 

カー ソル 位置 の 取得 

画面 の 消去 (カー ソル 以降 ) 

画面 の 消去 (カー ソル 以前 ) 
画面 の 消去 (画面 全体 ) 

行 の 消去 (カー ソル 以降 ) 

行 の 消去 (カー ソル 以前 ) 

行 の 消去 ( 行 全体 ) 

表示 属性 の 設定 

モー ド の 設定 

モー ド の リ り リセット 

キー の 再 定 り 当て 

キー の 再 割り 当て 

拡張 キー の 再 天 り 当て 禁止 

拡張 キー の 再 弄り 当て 許可 

1 行 下 に 移動 ( 最 下行 で スク ロー ル 発 生 ) 
次 行先 頭 に 移動 (最上 行 で スク ロー ル 発 生 ) 
1 行 上 に 移動 (最上 行 で スク ロー ル 発 生 ) 
カー ソル 行か ら 下 に pn 行 削除 

カー ソル 行 に pn 行 挿入 
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ウツ グル の が 


Producer 


と プル 多 ず 2 


Programmer 


ば る , ゥ ぁ フ , Zoo み ブ のみ , 礁 合 彦 そ 


Font Designer 


4 が の,。 の 477 の 5 
Manual Writer 
奪 全 厄 そ , 党 克 究 意 , 苑 租 郊 基 必 
Manual Editor 
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